
三
五

「
法
律
行
為
」
文
言
の
確
立
と
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
（
三
・
完
）（
原
田
）

「
法
律
行
為
」文
言
の
確
立
と「
法
律
行
為
」概
念
の
現
在
的
意
義（
三・完
）

─
─
法
典
調
査
会
、
ド
イ
ツ
の
議
論
を
手
掛
か
り
と
し
て
─
─原　

　

田　
　
　
　

剛

　

は
じ
め
に　

問
題
設
定
と
本
稿
の
構
成

第
一
章　

立
法
過
程
に
お
け
る
議
論
（
以
上
、
第
一
二
二
巻
第
七
・
八
号
掲
載
）

第
二
章　
「
法
律
行
為
」
文
言
に
込
め
た
起
草
者
意
思

　

一　

問
題
の
所
在

　

二　

法
典
調
査
会
に
お
け
る
議
論
─
─
起
草
者
意
思

　

三　

立
法
直
後
に
お
け
る
起
草
者
の
「
法
律
行
為
」
概
念
（
以
上
、
第
一
二
二
巻
第
一
一
・
一
二
号
掲
載
）

　

四　

立
法
当
時
に
お
け
るW

indscheid

お
よ
びD

ernburg

の
見
解

　

五　

小
括

第
三
章　
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義

　

一　

は
じ
め
に

　

二　
「
法
律
行
為
」
文
言
の
二
義
性

　

三　

法
律
行
為
と
意
思
表
示
は
同
義
か

　

四　

法
律
効
果
の
内
容
た
る
法
律
関
係
と
は
何
か



三
六

　

五　

法
律
関
係
と
効
果
意
思
と
の
関
係

　

六　

代
理
の
構
造
─
─A

kt

（
行
為
）
とRegelung

（
法
律
）

　

結
び
に
代
え
て　

要
約
と
課
題　
（
以
上
、
本
号
）

第
二
章　
「
法
律
行
為
」
文
言
に
込
め
た
起
草
者
意
思

四　

立
法
当
時
に
お
け
るW

indscheid

お
よ
びD

ernburg

の
見
解

（
一
）　

は
じ
め
に

本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
学
説
の
紹
介
は
、
起
草
者
が
主
と
し
て
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
限
定
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
は
起
草
者
意
思
の
背
景
を
可
及
的
に
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
意
図
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
以
降
、
と
り
わ

け
中
葉
な
い
し
後
半
か
ら
民
法
制
定
を
経
て
二
〇
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
な
さ
れ
た
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
律
行
為
概
念
の
生
成
と
展
開

に
つ
い
て
は
、
独
自
の
重
要
な
課
題
と
し
て
独
立
の
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
本
節
で
は
、W

indscheid

（
以
下
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
と
表
記
す
る
。）
とD

ernburg

（
以
下
、
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
と
表
記
す
る
。）
に

つ
い
て
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
教
科
書
（Lehrbuch des Pandektenrechts
）
に
限
定
し
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
に

お
い
て
は
、
起
草
者
が
ど
の
時
点
の
版
を
参
照
し
た
か
を
明
確
に
特
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
ド
イ
ツ
民
法
制
定
後

（
す
な
わ
ち
起
草
者
が
明
ら
か
に
参
照
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
教
科
書
）
の
版
も
、
法
律
行
為
概
念
が
当
時
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
生
成
・
展

開
過
程
で
あ
る
こ
と
の
一
端
を
一
瞥
す
る
一
助
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。



三
七

「
法
律
行
為
」
文
言
の
確
立
と
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
（
三
・
完
）（
原
田
）

以
下
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
に
お
い
て
は
、
第
三
版
（
一
八
七
〇
年
）、
第
四
版
（
一
八
七
五
年
）、
第
六
版
（
一
八
八
七
年
）
お
よ
び
、
ド

イ
ツ
民
法
典
制
定
後
と
な
る
第
九
版
（W

indscheid=K
ipp,

一
九
〇
六
年
）
を
中
心
と
し
て
紹
介
し（

（（
（

、
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
に
お
い
て
は
、
初
版

（
一
八
八
四
年
）
を
中
心
と
し
て
紹
介
す
る（

（（
（

。

（
二
）　

ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
見
解

1　

法
律
行
為
の
体
系
的
位
置

本
稿
に
お
い
て
既
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
「
権
利
行
為
」
か
「
法
律
（
上
ノ
）
行
為
」
か
の
問
題
を
法
典
調
査
会
民
法
主
査

会
に
お
い
て
提
起
し
た
起
草
委
員
の
穂
積
陳
重
が
、「
権
利
行
為
」
で
何
故
い
け
な
い
の
か
の
論
拠
と
し
て
示
さ
れ
た
の
が
、
ヴ
ィ
ン
ト

シ
ャ
イ
ト
の
パ
ン
デ
ク
テ
ン
教
科
書
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
も
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
「
法
律
行
為
」
概
念
の
内
容
は
、
立
法
者
意
思

の
確
認
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
。

以
下
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
のRechtsgeschäft
の
内
容
を
確
認
す
る
前
に
、
ま
ず
そ
の
体
系
的
位
置
を
目
次
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

し
て
お
こ
う
。

序
論
（Einleitung

）

　

Ⅰ　

パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
の
概
念　

Ⅱ　

パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
の
法
源

　

Ⅲ　

パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
の
意
義　

Ⅳ　

文
献　

Ⅴ　

叙
述
の
配
列

第
一
部　

法
一
般
に
つ
い
て



　

第
一
章　

法
源
、
第
二
章　

法
の
解
釈
と
そ
の
学
問
的
取
扱
い
、

　

第
三
章　

法
に
お
け
る
対
立
、
第
四
章　

法
の
範
囲

第
二
部　

権
利
一
般
に
つ
い
て

　

第
一
章　

権
利
の
概
念
と
種
類
、
第
二
章　

権
利
の
主
体
、

　

第
三
章　

権
利
の
発
生
、
消
滅
、
変
更

　
　

Ⅰ　

総
論

　
　
　
　

諸
概
念
、
特
別
の
権
利
の
変
更
、
権
利
の
弱
化
、
権
利
の
取
得
お
よ
び
放
棄
、
法
律
事
実
、

　
　

Ⅱ　

法
律
行
為

　
　
　

Ａ　

概
念
お
よ
び
種
類　

Ｂ　

権
利
の
有
効
性
の
必
要　

Ｃ　

法
律
行
為
の
無
効

　
　
　

Ｄ　

法
律
行
為
の
効
果

　
　

Ⅲ　

不
法
の
行
態

　
　

Ⅳ　

権
利
の
発
生
、
消
滅
お
よ
び
変
更
に
対
す
る
時
間
の
影
響

　
　

Ⅴ　

原
状
回
復

第
三
部　

物
権
法

第
四
部　

債
務
法

第
五
部　

親
族
法

第
六
部　

相
続
法

三
八



「
法
律
行
為
」
文
言
の
確
立
と
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
（
三
・
完
）（
原
田
）

三
九

以
下
で
は
、
第
二
部
第
三
章
の
う
ち
、
本
稿
に
直
接
関
連
す
る
項
目
と
し
て
、「
法
律
事
実
」、
法
律
行
為
の
「
概
念
お
よ
び
種
類
」
お

よ
び
「
法
律
行
為
の
効
果
」
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

2　

法
律
事
実（

（（
（

「
権
利
の
発
生
、
消
滅
お
よ
び
変
更
が
生
じ
る
事
実
の
個
々
の
要
素
が
法
律
事
実
で
あ
る
。
構
成
要
件
は
、
個
々
の
事
実
に
も
と

づ
い
て
存
在
し
、
し
か
も
複
数
の
事
実
の
集
ま
り
に
よ
り
形
成
さ
れ
得
る
。
後
者
の
場
合
に
お
い
て
構
成
要
件
を
形
成
す
る
事
実

は
時
間
に
従
っ
て
も
分
解
さ
れ
得
る
、 

場
合
に
よ
り
（
例
え
ば
、
あ
る
契
約
を
構
成
す
る
二
つ
の
意
思
表
示
）、
そ
う
で
な
け
れ
ば
当
然
に

（
例
え
ば
、
取
得
時
効
は
ま
ず
占
有
取
得
の
一
定
の
方
法
を
前
提
と
し
、
そ
の
後
、
占
有
の
意
欲
さ
れ
た
継
続
を
必
要
と
す
る
）。《
以
下
略
》」

こ
こ
で
は
、
具
体
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
契
約
が
二
つ
の
意
思
表
示
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

3　
「
法
律
行
為
」
概
念

「
法
律
行
為
」
に
つ
い
て
は
、
第
三
版
・
第
四
版
と
第
六
版
・
第
九
版
と
で
違
い
が
あ
る
。
第
三
版
で
は
、
法
律
行
為
を
、「
権
利
が
発

生
し
、
消
滅
し
、
ま
た
は
変
更
を
受
け
る
べ
き
こ
と
を
内
容
と
す
る
私
的
意
思
表
示
で
あ
る
。」
と
定
義
し（

（（
（

、
第
四
版
で
も
ほ
ぼ
同
様
に
、

「
権
利
の
発
生
、
消
滅
、
ま
た
は
変
更
」
に
向
け
ら
れ
た
私
的
意
思
表
示
で
あ
る
、
と
定
義
し
た（

（（
（

。
と
こ
ろ
が
、
第
六
版
、
第
九
版
で
は
、

「
法
律
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
」
に
向
け
ら
れ
た
私
的
意
思
表
示
で
あ
る
と
定
義
す
る（

（（
（

。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
の
「
権
利
の
発
生
、
消
滅
ま
た
は
変
更
」
が
、「
法
律
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
」
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
「
法
律
効
果
」
に
つ
い
て
、「
法
律
行
為
の
最
終
目
標
は
、
常
に
、
諸
権
利
（
ま
た
は
諸
権
利
の
複
合
（K

om
plex

））
の
発
生
、

消
滅
、
変
更
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
律
行
為
は
権
利
の
発
生
等
に
直
接
向
け
ら
れ
て
い
る
必
要
は
な
い
」、「
法
律
行
為
に
よ
る
、
意
欲
さ



四
〇

れ
た
法
律
上
の
効
力
が
実
際
に
生
み
出
さ
れ
、
か
つ
即
時
に
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
法
律
行
為
概
念
に
は
含
ま
れ
な
い
」
と
敷
衍
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
全
て
の
版
に
共
通
し
て
、「
第
37
節　

権
利
の
概
念
」
に
お
い
て
、「
権
利
概
念
に
対
し
て
法
律
関
係
概
念
が
定
義
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
（
4
の
紹
介
を
参
照
）（

（（
（

。

こ
れ
に
続
き
、
第
六
版（

（（
（

、
第
九
版（

（（
（

で
は
、
法
律
行
為
を
以
下
の
よ
う
に
分
節
し
て
詳
述
す
る
。

「
⒈　

法
律
行
為
は
意
思
表
示
で
あ
る
。
法
律
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
意
思
が
表
示
さ
れ
、
法
秩
序
は
法
律
行
為
の
創
造
者

（U
rheber

）
に
よ
り
意
欲
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
こ
の
法
律
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
⒉　

法
律
行
為
は
私
的
意
思
表
示
で
あ
る
。

法
律
行
為
の
創
造
者
（U

rheber
）
は
国
家
の
権
威
に
も
と
づ
い
て
行
為
を
し
な
い
。
⒊　

法
律
行
為
は
、
法
律
効
果
の
創
造
に
向

け
ら
れ
て
い
る
。
法
律
行
為
の
こ
の
最
終
目
標
は
、
常
に
、
諸
権
利
（
ま
た
は
諸
権
利
の
複
合
（K

om
plex

））
の
発
生
、
消
滅
、
変
更

で
あ
る
。
し
か
し
、
法
律
行
為
は
権
利
の
発
生
等
に
直
接
向
け
ら
れ
て
い
る
必
要
は
な
い
。
⒋　

法
律
行
為
に
よ
る
、
意
欲
さ
れ
た

法
律
上
の
効
力
が
実
際
に
創
造
さ
れ
、
か
つ
即
時
に
創
造
さ
れ
る
こ
と
は
、
法
律
行
為
概
念
に
は
含
ま
れ
な
い
。」

こ
の
「
法
律
行
為
」
概
念
に
お
い
て
重
要
な
点
と
し
て
、
ま
ず
、「
権
利
の
発
生
、
変
更
、
消
滅
」
が
「
法
律
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
」

に
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
「
法
律
効
果
」
が
、「
諸
権
利
（
ま
た
は
諸
権
利
の
複
合
（K

om
plex

））
の
発
生
、
消
滅
、
変
更
」
と
さ

れ
て
い
る
点
、
つ
ぎ
に
、「
法
律
行
為
は
…
意
思
表
示
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
点
、
さ
ら
に
、
そ
の
意
思
表
示
は
、「
法
律
効
果
を
生
じ
さ

せ
る
」
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
法
秩
序
が
法
律
効
果
を
認
め
る
の
は
、
こ
れ
が
、「
法
律
行
為
の
創
造
者
に
よ
り
意
欲
さ
れ
た
が
ゆ

え
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。



四
一

「
法
律
行
為
」
文
言
の
確
立
と
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
（
三
・
完
）（
原
田
）

4　

法
律
関
係
概
念

3
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
は
、
法
律
行
為
概
念
の
定
義
に
関
連
し
て
、「
権
利
」
概
念
に
対
し
て
「
法
律
関
係
」

概
念
が
定
義
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
た
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
彼
の
立
場
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

法
律
関
係
は
、「
場
合
に
よ
っ
て
は
法
律
関
係
の
み
で
あ
り
得
る
、
す
な
わ
ち
法
秩
序
に
よ
り
達
成
さ
れ
た
関
係
、
例
え
ば
所
有

権
、
ま
た
は
、
そ
れ
と
同
時
に
法
秩
序
が
た
だ
歩
み
寄
る
に
す
ぎ
な
い
生
活
関
係
、
例
え
ば
占
有
」、
と
二
義
的
に
定
義
す
る
。
も
っ

と
も
、
こ
の
定
義
の
二
義
性
（
曖
昧
性
）
に
つ
き
、
注
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
注
釈
す
る
。「
法
律
関
係
概
念
は
、
常
に
必
要
な
明

確
性
と
決
定
性
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
し
か
も
、
と
り
わ
け
本
文
に
お
い
て
強
調
さ
れ
た
二
重
の
意
味
と
な
り
、

そ
の
意
味
に
お
い
て
言
語
使
用
が
し
ば
し
ば
誤
解
さ
れ
る
か
ま
た
は
充
分
に
は
強
調
さ
れ
ず
、
特
に
私
法
体
系
が
権
利
の
体
系
で

あ
る
べ
き
か
法
律
関
係
の
体
系
で
あ
る
べ
き
か
（§

13

）
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
の
一
致
も
困
難
で
あ
っ
た
。
サ
ヴ
ィ
ニ
ー 

（

Ⅰ§
4

）（
（（
（

と
プ
フ
タ
（§

29

）
は
、
権
利
は
抽
象
に
よ
り
析
出
さ
れ
た
、
法
律
関
係
の
個
々
の
側
面
で
あ
り
、
法
律
関
係
は
権
利
の
複

合
（K

om
plex

）
で
あ
る
、
と
考
え
た
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
の
本
質
と
し
て
示
さ
れ
る
こ
と
は
、
何
が
場
合
に
よ
り
、
あ
り
得
る

に
す
ぎ
な
い
の
か
、と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
消
費
貸
借
か
ら
は
債
権
者
の
権
利
と
し
て
は
何
も
発
生
し
な
い
。
≪
以
下
略
≫
」

云
々
。

5　

法
律
行
為
の
分
類（

（（
（

（
ⅰ
）　

ま
ず
、
最
も
重
要
な
分
類
と
し
て
、
一
方
的
（einseitige

）
法
律
行
為
と
双
方
的
（zw

eiseitige

）
法
律
行
為
を
挙
げ
る
。
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二

「
法
律
行
為
の
最
も
重
要
な
分
類
は
、
一
方
的
法
律
行
為
と
双
方
的
法
律
行
為
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
法
律
行
為
は
一
人
の
意
思
表

示
に
よ
り
成
立
す
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
法
律
行
為
の
た
め
に
は
数
人
の
（M

ehrerer

）
意
思
表
示
を
必
要
と
す
る
。
よ
り
詳
し

く
は
、
一
方
に
よ
り
表
示
さ
れ
た
意
思
は
他
方
の
意
思
表
示
と
か
み
合
い
（eingreifen

）、
保
持
さ
れ
（festgehalten

）
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
二
人
の
法
律
行
為
は
、
周
知
の
表
現
で
は
、
契
約
と
い
う
。
契
約
は
、
単
に
債
務
法
に
お
い
て
の
み
で
な
く
、
全
て
の
法

律
行
為
に
適
用
さ
れ
る
。」（

（（
（

（
ⅱ
）　

つ
ぎ
に
、
上
記
分
類
を
踏
ま
え
、
有
償
行
為
と
無
償
行
為
に
分
類
す
る
。

「
法
律
行
為
は
負
担
の
あ
る
（lästige

）
法
律
行
為
と
慈
善
の
（w

ohlthätige

）
法
律
行
為
（
別
言
す
れ
ば
、
有
償
の
法
律
行
為
と
無
償

の
法
律
行
為
（
原
注
））
に
区
別
さ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
締
結
者
に
と
っ
て
自
己
犠
牲
（A

ufopferung

）
を
含
み
（
そ
れ
は
利
益
と
対

立
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
）、
ま
た
は
、
単
に
彼
に
利
益
を
も
た
ら
す
。」

（
ⅲ
）
さ
ら
に
、
生
存
者
間
の
法
律
行
為
と
死
を
原
因
と
す
る
法
律
行
為
に
分
類
す
る
。

「
さ
ら
に
、
法
律
行
為
に
は
生
存
者
間
の
法
律
行
為
と
死
を
原
因
と
す
る
法
律
行
為
と
が
あ
る
。
後
者
は
、
表
示
者
の
法
律
関
係

が
彼
の
死
後
に
整
序
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
法
律
行
為
で
あ
る
。」

以
上
の
分
類
の
叙
述
に
お
い
て
、
本
稿
に
と
っ
て
重
要
な
点
は
（
i

）
の
分
類
に
関
す
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
意
思
表
示
は
法
律
行
為

を
構
成
す
る
法
律
事
実
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
点
（
先
の
法
律
行
為
＝
意
思
表
示
と
は
異
な
る
）、
契
約
が
債
務
法
に
限
ら
れ
な



四
三

「
法
律
行
為
」
文
言
の
確
立
と
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
（
三
・
完
）（
原
田
）

い
と
し
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

6　

意
思
と
法
律
効
果
と
の
関
係

ま
ず
、
法
律
行
為
の
効
果
の
総
論
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る（

（（
（

。

「
法
律
行
為
の
効
果
は
、
法
律
行
為
に
お
い
て
表
示
さ
れ
た
意
思
の
内
容
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
意
思
を
確
定
す
る
こ
と
は

解
釈
の
課
題
で
あ
る
。

解
釈
は
、
こ
こ
で
も
、
そ
の
意
味
が
法
の
諸
規
定
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
文
言
の
意
味
す
な
わ
ち
文

法
規
則
（Sprachregeln

）
に
従
い
、
使
用
さ
れ
た
文
言
に
相
応
し
い
意
味
を
出
発
点
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
場

合
、
意
思
表
示
が
な
さ
れ
た
場
所
の
特
別
の
言
語
使
用
の
み
な
ら
ず
表
示
者
の
個
人
的
な
言
い
回
し
（Redew

eise

）
も
顧
慮
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

つ
ぎ
に
、
法
律
行
為
の
効
果
と
意
思
と
の
関
係
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る（

（（
（

。

「
法
律
行
為
に
お
い
て
表
示
さ
れ
た
意
思
は
正
に
こ
の
法
律
行
為
の
本
質
を
構
成
す
る
点
を
内
容
と
し
、
そ
の
結
果
、
そ
の
本
質

が
意
欲
さ
れ
な
い
場
合
、
こ
の
種
の
法
律
行
為
は
存
在
し
な
い
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
上
記
意
思
が
、
法
律
行
為
が
、
そ
れ
が
契
約

の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
要
求
し
な
い
点
を
内
容
と
す
る
か
─
─
法
律
行
為
の
諸
決
定
は
本
質
的
な
諸
決
定
で
あ
る
か
、
さ
も
な
け
れ

ば
、
非
本
質
的
な
諸
決
定
で
あ
る
か
ま
た
は
付
随
的
諸
決
定
（N

ebenbestim
m

ungen

）
で
あ
る
。」
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そ
し
て
、
こ
の
付
随
的
諸
決
定
に
つ
き
注
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
敷
衍
す
る（

（（
（

。

「
例
え
ば
売
買
契
約
に
と
っ
て
は
、
買
主
が
代
金
の
支
払
い
に
対
し
て
物
を
保
持
す
べ
き
と
す
る
決
定
は
本
質
的
で
あ
り
、
売
買

契
約
の
締
結
時
か
ら
代
金
に
利
息
が
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
決
定
は
非
本
質
的
で
あ
る
。
一
般
に
法
律
行
為
に
本
質
的
な

諸
決
定
は
、
よ
く
、
行
為
の
要
素
（essentialia negotii

）
と
呼
ば
れ
、
非
本
質
的
な
諸
決
定
は
行
為
の
偶
素
（accidentalia negotii

）

と
呼
ば
れ
る
。
一
般
に
分
類
の
第
三
番
目
と
し
て
行
為
の
常
素
（naturalia negotii

）
が
付
け
加
え
ら
れ
、
こ
の
も
と
で
、
そ
れ
が

特
別
に
本
質
を
構
成
し
な
く
て
も
、
法
律
が
そ
れ
に
結
び
付
け
た
、
法
律
行
為
の
効
果
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
場
合
、
意
欲
さ
れ
た

こ
と
と
意
欲
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
を
一
緒
に
置
い
て
い
る
と
い
う
、
こ
の
古
く
使
用
さ
れ
た
分
類
に
対
す
る
非
難
が
容
易
に
思
い

浮
か
ぶ
。
こ
の
非
難
は
、
一
般
に
法
律
が
彼
の
行
為
の
常
素
の
秩
序
に
お
い
て
、
当
事
者
の
現
実
の
（
意
識
的
な
）
意
思
で
は
な
い

が
、
し
か
し
本
来
の
意
思
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
問
わ
れ
、
当
事
者
自
身
が
、
正
に
こ
の
場
合
を
彼
ら
の
決
定
の
中
に
引
き
入
れ
て

い
た
な
ら
ば
述
べ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
の
み
が
述
べ
ら
れ
る
点
に
お
い
て
の
み
、
生
じ
得
る
。」

法
律
効
果
の
叙
述
に
お
い
て
重
要
な
点
は
、
ま
ず
、「
法
律
行
為
の
効
果
は
、
法
律
行
為
に
お
い
て
表
示
さ
れ
た
意
思
の
内
容
に
よ
り

決
定
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
法
律
効
果
と
意
思
と
の
、
よ
り
具
体
的
な
関
係
に
関
し
、
法
律
効
果
を
決
定
す
る
本

質
的
意
思
（
本
質
的
諸
決
定
）
を
「
行
為
の
要
素
」、
非
本
質
的
意
思
（
非
本
質
的
諸
決
定
）
を
「
行
為
の
偶
素
」、
こ
れ
ら
に
加
え
さ
ら
に
、

本
質
を
構
成
し
な
い
が
法
律
が
そ
れ
に
結
び
つ
け
た
法
律
効
果
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
「
行
為
の
常
素
」
を
抽
出
す
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
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「
法
律
行
為
」
文
言
の
確
立
と
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
（
三
・
完
）（
原
田
）

（
二
）　D

ernburg

の
見
解

1　

法
律
行
為
の
体
系
的
位
置

こ
こ
で
も
、
ま
ず
法
律
行
為
の
体
系
的
位
置
を
理
解
し
て
お
く
た
め
に
、
第
一
巻
（
序
論
、
第
一
編　

一
般
理
論　

第
二
編　

物
権
法
）
の

主
要
な
目
次
を
示
し
て
お
こ
う
。

序
論

　

普
通
法
、
法
源
お
よ
び
文
献

　

第
一
章　

普
通
法
の
構
成
要
素

　
　

Ⅰ　

ロ
ー
マ
法　

Ⅱ　

カ
ノ
ン
法　

Ⅲ　

統
一
的
法
源　

　

第
二
章　

パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
の
文
献

第
一
編　

一
般
理
論

　

第
一
部　

客
観
的
お
よ
び
主
観
的
意
味
に
お
け
る
権
利

　
　

第
一
章　

客
観
的
意
味
に
お
け
る
権
利
概
念
、
種
類

　
　

第
二
章　

法
規
範
の
発
生
と
失
効

　
　

第
三
章　

法
規
範
の
種
類

　
　

第
四
章　

法
規
範
の
解
釈
と
継
続
形
成

　
　

第
五
章　

主
観
的
意
味
に
お
け
る
権
利



四
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第
三
九
節　

概
念
。
請
求
権
。

　
　
　

第
四
〇
節　

法
律
関
係
お
よ
び
法
律
制
度　

　
　
　

第
四
一
節　

権
利
の
行
使　

　
　
　

第
四
二
節　

権
利
の
衝
突

　
　

第
六
章　

法
規
範
の
時
間
的
お
よ
び
場
所
的
適
用
範
囲

　

第
二
部　

権
利
の
主
体

　

第
三
部　

権
利
の
客
体
に
つ
い
て

　

第
四
部　

権
利
の
取
得
お
よ
び
権
利
の
喪
失

　
　

第
一
章　

主
観
的
意
味
に
お
け
る
権
利
の
要
素

　
　
　

第
七
九
節　

法
律
事
実　

第
八
〇
節　

権
利
の
取
得　

　
　
　

第
八
一
節　

権
利
の
承
継
。
移
転
的
取
得　

第
八
二
節　

権
利
の
日
付

　
　
　

第
八
三
節　

権
利
の
変
更
お
よ
び
消
滅　

第
八
四
節　

承
認　

許
可

　
　
　

第
八
五
節　

特
権
（Privilegien

）

　
　

第
二
章　

構
成
要
件
の
法
的
に
重
要
な
要
素

　
　
　

Ⅰ　

不
法
。
錯
誤　

Ⅱ　

時　

　
　

第
三
章　

法
律
行
為

　
　
　

Ⅰ　

概
念
。
種
類　

Ⅱ　

法
律
行
為
の
構
成
要
素　

Ⅲ　

意
思
表
示　



四
七

「
法
律
行
為
」
文
言
の
確
立
と
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
（
三
・
完
）（
原
田
）

　
　
　

Ⅳ　

意
思
の
瑕
疵　

Ⅴ　

法
律
行
為
の
付
款　

Ⅵ　

代
理　

　
　
　

Ⅶ　

欠
陥
あ
る
行
為　

Ⅷ　

法
律
行
為
の
取
扱
い

　

第
五
部　

権
利
の
保
護

第
二
編　

物
権
法

以
下
で
は
、
第
一
編
第
一
部
第
五
章
の
う
ち
の
「
法
律
関
係
お
よ
び
法
律
制
度
」、
同
第
四
部
第
三
章
「
法
律
行
為
」
の
う
ち
、「
概

念
」、「
種
類
」、「
法
律
行
為
の
構
成
要
素
」
に
含
ま
れ
る
内
容
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

2　

法
律
関
係
お
よ
び
法
律
制
度
に
関
す
る
叙
述
の
要
点（

（（
（

「
1　

法
律
関
係
は
、
あ
る
者
の
、
他
の
者
ま
た
は
物
（Sachgütern

）
に
対
す
る
法
的
に
有
効
な
関
係
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
定
義
に
関
し
注
で
補
足
し
、「
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
は
、
法
律
関
係
を
定
義
し
て
、「
法
的
規
律

（Rechtsregel

）
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
人
と
人
と
の
関
係
」
と
す
る
が
、「
物
権
の
本
質
は
、
人
と
物
と
の
直
接
的
な
関
係
に
お
い

て
存
す
る
」
と
い
う
見
解
に
従
え
ば
、「
法
律
関
係
」
概
念
は
本
文
の
意
味
で
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
と
補
足
す
る（

（（
（

。

こ
れ
に
続
け
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
こ
の
法
律
関
係
は
し
ば
し
ば
将
来
の
出
来
事
に
従
い
将
来
に
お
い
て
初
め
て
発
生
す
る
、
そ
の
結
果
、
そ
の
間
は
そ
の
数
お
よ

び
範
囲
は
量
定
で
き
な
い
。
例
え
ば
会
社
契
約
ま
た
は
信
用
契
約
を
開
始
し
た
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。
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占
有
も
ま
た
法
律
関
係
と
し
て
把
握
さ
れ
得
る
。
と
い
う
の
も
占
有
も
ま
た
法
律
上
有
効
な
事
実
を
形
成
す
る
か
ら
で
あ
る
。

権
利
の
み
が
裁
判
上
主
張
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
あ
る
法
律
関
係
の
存
在
ま
た
は
不
存
在
の
確
定
に
向
け
て
も
、
か
か
る
確
定
に

つ
い
て
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
は
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

法
律
制
度
は
、
例
え
ば
所
有
権
、
父
権
、
後
見
制
度
の
よ
う
に
、
法
的
に
規
律
さ
れ
た
、
市
民
社
会
（bürgerliche Gesellschaft

）

の
仕
組
み
（Einrichtung

）
を
い
う
。」

デ
ル
ン
ブ
ル
ク
は
、
法
律
関
係
を
、「
あ
る
者
の
、
他
の
者
ま
た
は
物
に
対
す
る
法
的
に
有
効
な
関
係
で
あ
る
」
と
定
義
す
る
。

3　

法
律
行
為
概
念
に
つ
い
て（

（（
（

法
律
行
為
概
念
に
つ
い
て
重
要
な
部
分
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

「
人
の
活
動
は
大
部
分
が
法
律
行
為
の
締
結
で
あ
り
ま
た
は
こ
れ
の
解
消
で
あ
る
。
こ
の
行
為
（Geschäfte

）
の
幾
つ
か
は
、
売

買
、
雇
用
、
賃
貸
借
の
よ
う
に
日
常
生
活
に
属
す
る
。
他
方
、
遺
言
や
相
続
の
よ
う
に
確
か
に
稀
で
は
あ
る
が
重
要
な
行
為
が
あ
る
。

婚
姻
、
養
子
は
生
涯
の
一
時
期
を
形
成
す
る
。

多
く
の
種
類
の
行
為
は
各
々
特
別
の
種
類
の
規
律
の
も
と
で
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
我
々
は
、
こ
れ
ら
各
種
の
行
為
を
全
て

法
律
行
為
と
い
う
一
般
的
概
念
の
下
に
お
き
、
全
て
の
行
為
ま
た
は
そ
の
大
部
分
に
当
て
嵌
る
法
原
則
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。
法
律

行
為
と
は
、
法
律
関
係
の
秩
序
の
た
め
の
表
意
者
の
意
思
表
示
で
あ
る（

（（
（

。

法
律
行
為
の
概
念
は
現
代
的
な
体
系
の
所
産
で
あ
る
。
現
今
に
お
い
て
も
若
干
の
者
が
概
念
の
内
的
正
当
性
に
対
し
て
反
対
の
意
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を
表
明
し
て
い
る
。
生
活
に
お
い
て
生
じ
る
よ
う
な
個
々
の
種
類
の
取
引
の
み
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
共

通
の
命
題
（Sätze

）
が
立
て
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
も
そ
れ
ら
は
お
互
い
の
間
で
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
、
と
い
う
。
こ
の
異
議
は
正
当
で
は
な
い
。
個
々
に
お
け
る
全
て
の
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
深
い
共
通
性
が
存
在
す
る
。
と
い
う

の
は
、
法
律
行
為
は
、
一
般
的
に
私
法
上
の
自
己
決
定
の
手
段
（Instrum

ent

）
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
律
行
為

に
も
、
行
為
能
力
、
意
思
お
よ
び
そ
の
表
示
、
更
に
は
取
消
に
関
し
重
要
な
原
則
が
共
通
に
存
在
す
る
。

法
律
行
為
は
、
私
法
上
の
自
己
決
定
に
奉
仕
す
る
。
こ
の
こ
と
が
概
念
に
確
固
た
る
限
界
づ
け
を
与
え
る
。
法
律
行
為
は
、
法
律

関
係
の
発
生
、
変
更
ま
た
は
消
滅
に
向
け
ら
れ
た
意
思
表
示
で
あ
り
、
表
示
の
み
に
よ
る
か
他
の
事
実
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

行
わ
れ
る
か
で
違
い
は
な
い
、
例
え
ば
、
債
務
の
弁
済
（Zahlung

）、
猟
師
に
射
殺
さ
れ
た
野
獣
の
よ
う
な
無
主
物
先
占
。
法
律
行

為
の
行
為
者
に
彼
の
行
為
に
つ
い
て
意
識
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
官
庁
の
処
分
、
と
り
わ
け
判

決
は
決
し
て
法
律
行
為
で
は
な
い
。」

4　

法
律
行
為
と
い
う
表
現
に
つ
い
て（

（（
（

「
法
律
行
為
と
い
う
表
現
は
二
重
の
意
味
を
有
す
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
場
合
に
は
意
思
表
示
を
意
味
し
、
さ
ら
に
表
示
に
よ
っ
て

創
造
さ
れ
た
関
係
を
意
味
す
る
。」

5　

法
律
行
為
の
種
類
に
つ
い
て（

（（
（

「
1　

法
律
行
為
は
、
生
存
者
間
（inter vivos

）
の
も
と
で
の
行
為
で
あ
り
、
死
亡
を
原
因
と
す
る
（m

ortis causa

）
行
為
（
引
用



五
〇

者
：
死
因
行
為
と
略
称
す
る
。）
も
あ
る
。
／
死
因
行
為
は
、
処
分
者
の
関
係
を
彼
の
死
の
場
合
に
規
律
す
る
。《
以
下
略
》」

「
2　

法
律
行
為
は
、
そ
れ
が
一
人
の
意
思
表
示
に
お
い
て
存
在
す
る
場
合
は
一
方
的
（einseitige

）
法
律
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
が

二
人
ま
た
は
何
人
か
の
一
致
し
た
意
思
を
必
要
と
す
る
場
合
は
双
方
的
（zw

eiseitige

）
法
律
行
為
で
あ
る
。
死
因
行
為
の
主
た
る

行
為
で
あ
る
遺
言
お
よ
び
終
意
処
分
（K

odicill

）
は
一
方
的
法
律
行
為
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
被
相
続
人
に
よ
り
一
方
的

に
創
造
さ
れ
、
遺
言
の
熟
慮
の
同
意
は
そ
の
成
立
に
と
っ
て
必
要
な
い
か
ら
で
あ
る
。《
中
略
》

死
亡
の
場
合
に
お
け
る
双
方
的
行
為
は
死
因
贈
与
お
よ
び
相
続
契
約
で
あ
る
。

生
存
者
間
の
行
為
は
広
範
に
双
方
的
行
為
ま
た
は
契
約
で
あ
る
。

生
存
者
間
の
一
方
的
行
為
は
、
と
り
わ
け
、
そ
れ
が
他
方
当
事
者
に
到
達
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
意
思
表
示
で
あ
る
。
若
干
の

も
の
は
、
代
理
権
、
拘
束
力
あ
る
申
込
み
（bindende O

fferten

）
の
よ
う
に
、
行
為
の
準
備
の
た
め
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

他
は
、
告
知
、
催
告
の
よ
う
に
、
そ
の
継
続
に
奉
仕
す
る
。

双
方
的
行
為
ま
た
は
契
約
は
、
二
当
事
者
の
一
致
し
た
表
示
を
必
要
と
し
、
そ
の
表
示
は
そ
れ
に
よ
り
双
方
的
に
法
律
関
係
の
発

生
、
変
更
、
強
化
ま
た
は
消
滅
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
の
申
込
み
（Begehren

）
と
他
方
の
承
諾
（Bew

illigen

）
が
必

要
で
あ
る
。
主
導
権
は
法
律
関
係
の
変
更
を
申
し
込
む
者
を
出
発
点
と
す
る
か
、
そ
れ
を
承
諾
す
る
者
を
出
発
点
と
す
る
か
は
問
題

で
は
な
い
。

特
別
に
重
要
な
契
約
は
債
務
（obligatorische

）
契
約
、
す
な
わ
ち
債
務
（O

bligation

）
の
発
生
に
向
け
ら
れ
た
契
約
で
あ
る
。

し
か
し
、
契
約
は
物
権
を
も
基
礎
づ
け
る
─
─
物
権
契
約
。
家
族
法
上
の
行
為
、
と
り
わ
け
婚
姻
お
よ
び
養
子
の
契
約
に
も
と
づ
く
。

契
約
に
は
片
務
契
約
と
双
務
契
約
が
存
在
す
る
。
片
務
契
約
に
お
い
て
は
一
方
当
事
者
の
み
が
義
務
を
負
い
、
双
務
契
約
に
お
い



五
一

「
法
律
行
為
」
文
言
の
確
立
と
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
（
三
・
完
）（
原
田
）

て
は
二
人
の
当
事
者
が
義
務
を
負
う
。
片
務
契
約
は
贈
与
で
あ
り
、
双
務
契
約
は
売
買
お
よ
び
賃
貸
借
で
あ
る
。

贈
与
は
双
方
的
行
為
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
、
贈
与
は
贈
与
者
の
申
込
み
と
受
贈
者
の
承
諾
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
贈
与
は
片
務
契
約
（einseitiger V

ertrag

）
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
、
贈
与
者
の
み
が
義
務
を
負
い
、
受
贈
者
は
義
務
を
負
わ

な
い
か
ら
で
あ
る
。」

6　

意
思
と
法
律
効
果
（Rechtseffekt

）
と
の
関
係
に
つ
い
て

以
下
の
よ
う
に
叙
述
す
る（

（（
（

。

「
法
律
行
為
は
、
法
律
効
果
が
意
思
に
依
存
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
法
律
行
為
は
不
法
行
為
と
区
別
さ
れ
る
。

不
法
行
為
に
お
い
て
は
、
法
秩
序
が
、
不
法
な
意
思
に
対
し
、
そ
れ
に
非
常
に
不
快
な
（w

iderw
ärtig

）
法
律
効
果
を
結
び
つ
け
る

の
に
対
し
、
法
律
行
為
に
お
い
て
は
、
意
思
が
、
望
ん
だ
法
律
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

最
近
、
意
思
と
法
律
効
果
と
の
間
の
直
接
の
相
互
関
係
が
、
少
な
く
な
い
学
者
に
よ
っ
て
話
題
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
法
律

行
為
の
最
終
的
な
法
律
効
果
は
行
為
者
が
期
待
し
て
い
る
こ
と
と
し
ば
し
ば
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
絶
対
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
あ
る
外
国
人
が
普
通
法
の
国
に
お
い
て
、
彼
の
本
国
の
法
に
お
け
る
場
合
と
同
様
に
、
相
続
債
務
に
つ
き
相
続
財
産
の
額
ま
で

で
の
み
負
担
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
相
続
を
し
、
適
当
な
遺
産
目
録
を
作
成
し
な
い
、
そ
し
て
、
最
終
的
に
そ
の
予
想
に
反
し
自
身

の
資
金
で
相
続
債
務
の
弁
済
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
気
づ
く
。
健
康
で
あ
る
と
思
っ
て
馬
を
売
っ
た
と
こ
ろ
、
隠
れ
た
病
原
菌
に
よ

り
重
篤
な
病
気
に
罹
っ
て
お
り
、
売
却
後
に
発
病
す
る
。
売
主
は
按
察
官
訴
権
に
も
と
づ
き
責
任
を
負
う
。
こ
の
こ
と
は
当
事
者
の



五
二

意
思
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
物
の
瑕
疵
の
思
想
（Gedanke

）
は
、
全
く
彼
の
観
念
に
は
存
在
し
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
一
般
に
導
か
れ
る
こ
と
は
、
意
思
表
示
の
表
明
（A

bgabe

）
の
み
が
表
意
者
の
決
意
（Entschluss

）
に
依
存
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
表
示
の
効
果
は
、
表
意
者
が
意
欲
し
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
不
可
避
的
に
法
の

力
に
も
と
づ
い
て
（vis legis

）
生
じ
る
。

正
当
な
観
察
は
こ
こ
に
真
実
か
ら
あ
ま
り
に
そ
ら
せ
る
結
論
へ
と
至
っ
た
。

問
題
は
、
い
か
な
る
法
律
効
果
が
意
思
の
所
産
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
以
下
の
よ
う
に
答
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
法
律
関
係
の
発
生
、
消
滅
、
変
更
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
は
相
続
人
と
な
ろ
う
と
欲
し
、
相
続
人
と
な

る
。
私
は
売
買
契
約
を
締
結
し
、
買
主
と
な
り
売
主
と
な
る
。
意
思
と
そ
の
法
律
効
果
と
の
相
互
関
係
は
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
一

度
生
じ
た
法
律
関
係
が
如
何
な
る
効
果
を
有
す
る
か
、
ま
た
は
ど
の
範
囲
で
効
果
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
表
示
者
の
意
思
の
み

が
こ
れ
を
決
定
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
む
し
ろ
、
行
為
者
の
意
思
を
お
そ
ら
く
一
定
の
段
階
ま
で
顧
慮
す
る
法
秩
序

が
規
範
化
し
て
い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
ろ
こ
れ
以
上
に
は
意
思
に
決
定
さ
せ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、人
が
相
続
人
と
な
っ
た
場
合
、

彼
は
、
法
秩
序
に
よ
っ
て
生
ず
る
権
利
と
義
務
を
有
す
る
が
、
自
身
が
夢
み
た
（erträum

te

）
効
果
は
有
し
な
い
。」

7　

法
律
行
為
の
構
成
要
素（

（（
（

「
現
代
の
体
系
は
、
行
為
の
要
素
、
常
素
お
よ
び
偶
素
に
区
別
す
る
。

a）　

行
為
の
要
素
（Essentialia negotii

）
は
取
引
の
本
質
的
な
要
素
で
あ
る
。
行
為
の
要
素
が
行
為
自
体
に
特
徴
を
与
え
る
。
例

え
ば
売
買
に
つ
い
て
、
要
素
は
、
物
と
代
金
と
に
つ
い
て
の
買
主
と
売
主
の
一
致
で
あ
る
。
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b）　

常
素
（N

aturalia

）
は
取
引
の
性
質
お
よ
び
効
果
で
あ
り
、
通
常
は
取
引
に
適
し
て
い
る
が
、
し
か
し
本
質
的
で
は
な
い
。

そ
の
結
果
、
常
素
は
当
事
者
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
得
る
。
例
え
ば
売
買
の
常
素
は
、
売
主
は
買
主
に
目
的
物
の
隠
れ
た
瑕
疵
に
つ
き

責
任
を
負
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
責
任
は
合
意
に
よ
り
排
除
さ
れ
得
る
。

c）　

偶
素
（A

ccidentalia

）
は
、
概
念
的
に
は
取
引
に
本
質
的
で
は
な
く
、
そ
の
性
質
か
ら
も
導
か
れ
ず
、
む
し
ろ
個
々
の
場
合

に
特
別
に
付
加
さ
れ
る
決
定
で
あ
る
。
例
え
ば
売
買
の
場
合
の
解
除
約
款
（lex com

m
issoria

）
の
付
加
の
場
合
で
あ
り
、
こ
の
場

合
、
売
買
は
代
金
が
期
限
に
支
払
わ
れ
な
い
場
合
に
解
除
さ
れ
る
、
ま
た
、
質
の
場
合
の
質
物
の
使
用
収
益
権
の
合
意
が
あ
り
、
こ

の
場
合
、
質
債
権
者
は
利
息
に
代
え
て
質
物
を
使
用
で
き
る
。

取
引
が
成
立
す
べ
き
場
合
は
、
い
ず
れ
に
し
ろ
本
質
的
な
点
に
も
と
づ
き
そ
の
種
類
の
意
図
さ
れ
た
取
引
の
全
て
の
規
律

（Regelung

）
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
行
為
者
が
締
結
の
必
須
条
件
（condicio sine qua non

）
に
す
る
全
て
の
点
を
処
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
契
約
の
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
全
て
の
点
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
で
な
い
場
合
、
た
と
え
契
約
の
相
手
方
が
取
引
の
種

類
に
つ
い
て
概
念
的
に
本
質
的
な
点
に
つ
い
て
了
承
し
て
い
て
も
取
引
は
成
立
し
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
当
事
者
の
一
方
が
特
定
の
行
為
の
常
素
の
排
除
を
要
求
す
る
場
合
、
例
え
ば
隠
れ
た
瑕
疵
に
対
す
る
責
任
か
ら
の
解

放
の
場
合
、
ま
た
は
特
定
の
行
為
の
偶
素
の
付
加
を
要
求
す
る
場
合
、
例
え
ば
売
買
取
引
の
場
合
の
解
除
約
款
の
場
合
、
相
手
方
が

こ
れ
を
受
け
入
れ
な
い
と
き
、
取
引
は
完
全
で
は
な
い
。

こ
れ
に
従
い
要
素
に
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
存
在
す
る
、
す
な
わ
ち
、
取
引
の
種
類
の
グ
ル
ー
プ
と
行
為
者
の
特
別
の
意
思
の
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
。



五
四

概
念
的
に
本
質
的
な
要
素
の
規
律
は
法
規
範
に
も
と
づ
き
必
要
で
あ
る
。
そ
の
他
の
点
の
満
足
す
べ
き
取
決
め
は
、
行
為
の
成
立

の
た
め
に
関
与
者
の
決
断
に
も
と
づ
き
必
要
で
あ
る
。」

（
三
）　

ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
と
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
の
要
点
整
理

以
上
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
と
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
に
つ
い
て
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
法
律
事
実
（
2
）、
法
律
行
為
概
念
（
3
）、
法
律
関

係
概
念
（
4
）、
法
律
行
為
の
分
類
（
5
）、
意
思
と
法
律
効
果
と
の
関
係
（
6
）
の
項
目
を
立
て
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
法
律
関
係
お
よ

び
法
律
制
度
（
2
）、
法
律
行
為
概
念
（
3
）、
法
律
行
為
文
言
の
二
重
性
（
4
）、
法
律
行
為
の
分
類
（
5
）、
意
思
と
法
律
効
果
と
の
関

係
（
6
）、
法
律
行
為
の
構
成
要
素
（
7
）
の
項
目
を
立
て
て
整
理
し
た
。
こ
こ
で
改
め
て
、
両
者
の
叙
述
に
お
け
る
「
法
律
行
為
」
の

内
容
に
つ
い
て
の
要
点
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

1　

法
律
事
実
に
つ
い
て　
　

法
律
事
実
と
は
、「
権
利
の
発
生
、
消
滅
お
よ
び
変
更
が
生
じ
る
事
実
の
個
々
の
要
素
」
で
あ
り
、「
複

数
の
事
実
で
構
成
さ
れ
る
」
こ
と
も
あ
る
。
契
約
は
二
つ
の
意
思
表
示
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
（
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
）。

2　

法
律
行
為
の
定
義　
　

ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
法
律
行
為
の
定
義
の
要
点
：
法
律
行
為
は
、「
法
律
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
」
に

向
け
ら
れ
た
私
的
意
思
表
示
で
あ
る
。
敷
衍
す
る
と
、「
⒈　

法
律
行
為
は
意
思
表
示
で
あ
る
。
法
律
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
意
思
が
表
示

さ
れ
、
法
秩
序
は
法
律
行
為
の
創
造
者
（U

rheber

）
に
よ
り
意
欲
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
こ
の
法
律
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
⒉　

法

律
行
為
は
私
的
意
思
表
示
で
あ
る
。
法
律
行
為
の
創
造
者
（U

rheber
）
は
国
家
の
権
威
に
も
と
づ
い
て
行
為
を
し
な
い
。
⒊　

法
律
行

為
は
、
法
律
効
果
の
創
造
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
法
律
行
為
の
こ
の
最
終
目
標
は
、
常
に
、
諸
権
利
（
ま
た
は
諸
権
利
の
複
合
（K

om
plex

））

の
発
生
、
消
滅
、
変
更
で
あ
る
。」



五
五

「
法
律
行
為
」
文
言
の
確
立
と
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
（
三
・
完
）（
原
田
）

デ
ル
ン
ブ
ル
ク
の
法
律
行
為
の
要
点
：「
法
律
行
為
は
、
私
法
上
の
自
己
決
定
に
奉
仕
す
る
。
こ
の
こ
と
が
概
念
に
確
固
た
る
限
界
づ

け
を
与
え
る
。
法
律
行
為
は
、
法
律
関
係
の
発
生
、
変
更
ま
た
は
消
滅
に
向
け
ら
れ
た
意
思
表
示
で
あ
り
、
表
示
の
み
に
よ
る
か
他
の
事

実
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
か
で
違
い
は
な
い
、
例
え
ば
債
務
の
弁
済
、
猟
師
に
射
殺
さ
れ
た
野
獣
の
よ
う
な
無
主
物
先
占
。

法
律
行
為
の
行
為
者
に
彼
の
行
為
に
つ
い
て
意
識
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
官
庁
の
処
分
と
り
わ
け
判

決
は
決
し
て
法
律
行
為
で
は
な
い
。」

3　

法
律
関
係
概
念　
　

法
律
効
果
と
同
義
で
あ
る
法
律
関
係
概
念
に
つ
き
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
は
、
二
義
的
に
、
す
な
わ
ち
「
諸

権
利
ま
た
は
諸
権
利
の
複
合
の
発
生
、
消
滅
、
変
更
」
と
定
義
し
、
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
は
、
法
律
関
係
は
、
あ
る
者
の
、
他
の
者
ま
た
は
物

に
対
す
る
法
的
に
有
効
な
関
係
で
あ
る
、
と
定
義
し
、
さ
ら
に
、「
権
利
の
み
が
裁
判
上
主
張
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
あ
る
法
律
関
係
の

存
在
ま
た
は
不
存
在
の
確
定
に
向
け
て
も
、
か
か
る
確
定
に
つ
い
て
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
は
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
敷
衍
す
る
。

4　
「
法
律
行
為
」
文
言
の
二
義
性　
　

デ
ル
ン
ブ
ル
ク
は
、
法
律
行
為
と
い
う
表
現
は
、「
あ
る
場
合
に
は
意
思
表
示
を
意
味
し
、
さ

ら
に
表
示
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
関
係
を
意
味
す
る
」
と
す
る
。

5　

法
律
行
為
の
種
類
に
関
す
る
要
点　
　

一
方
的
行
為
（
単
独
行
為
）
と
双
方
的
行
為
（
契
約
）
の
叙
述
が
重
要
で
あ
る
。

ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
：「
法
律
行
為
は
一
人
の
意
思
表
示
に
よ
り
成
立
す
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
法
律
行
為
の
た
め
に
は
数
人
の
意

思
表
示
を
必
要
と
す
る
。
よ
り
詳
し
く
は
、
一
方
に
よ
り
表
示
さ
れ
た
意
思
は
他
方
の
意
思
表
示
と
か
み
合
い
、
保
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
二
人
の
法
律
行
為
は
、
周
知
の
表
現
で
は
、
契
約
と
い
う
。
契
約
は
、
単
に
債
務
法
に
お
い
て
の
み
で
な
く
、
全
て
の
法
律
行

為
に
適
用
さ
れ
る
。」



五
六

デ
ル
ン
ブ
ル
ク
：「
生
存
者
間
の
一
方
的
行
為
は
、
と
り
わ
け
、
そ
れ
が
他
方
当
事
者
に
到
達
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
意
思
表
示
で

あ
る
。
若
干
の
も
の
は
、
代
理
権
、
拘
束
力
あ
る
申
込
み
の
よ
う
に
、
行
為
の
準
備
の
た
め
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
、
告
知
、

催
告
の
よ
う
に
、
そ
の
継
続
に
奉
仕
す
る
。」

「
双
方
的
行
為
ま
た
は
契
約
は
、
二
当
事
者
の
一
致
し
た
表
示
を
必
要
と
し
、
そ
の
表
示
は
、
そ
れ
に
よ
り
双
方
的
に
法
律
関
係
の
発

生
、
変
更
、
強
化
ま
た
は
消
滅
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
の
申
込
み
と
他
方
の
承
諾
が
必
要
で
あ
る
。」

「
特
別
に
重
要
な
契
約
は
債
務
契
約
、
す
な
わ
ち
債
務
の
発
生
に
向
け
ら
れ
た
契
約
で
あ
る
。
し
か
し
、
契
約
は
物
権
を
も
基
礎
づ
け

る
─
─
物
権
契
約
。
家
族
法
上
の
行
為
は
、
と
り
わ
け
婚
姻
お
よ
び
養
子
の
契
約
に
も
と
づ
く
。」

6　

意
思
と
法
律
効
果
と
の
関
係
の
要
点　
　

ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
は
、「
法
律
行
為
の
効
果
は
、
法
律
行
為
に
お
い
て
表
示
さ
れ
た

意
思
の
内
容
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
」
と
し
、
法
律
効
果
と
意
思
と
の
よ
り
具
体
的
関
係
と
し
て
、
法
律
効
果
を
決
定
す
る
本
質
的
意
思

（
本
質
的
諸
決
定
）
を
「
行
為
の
要
素
」、
非
本
質
的
意
思
（
非
本
質
的
諸
決
定
）
を
「
行
為
の
偶
素
」、
本
質
を
構
成
し
な
い
が
法
律
が
そ
れ

に
結
び
つ
け
た
法
律
効
果
で
あ
る
「
行
為
の
常
素
」
を
抽
出
す
る
。

デ
ル
ン
ブ
ル
ク
の
要
点
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。「
私
人
の
意
思
が
法
律
行
為
を
決
定
す
る
。」「
法
律
行
為
的
な
意
思
は
、
通
常
は

経
済
的
必
要
性
お
よ
び
生
活
関
係
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
、
関
連
す
る
全
て
の
要
素
、
と
り
わ
け
給
付
と
反
対
給
付
と
の
関
係
、
お
よ
び
、

自
身
の
給
付
能
力
の
程
度
に
信
頼
を
お
く
か
ら
で
あ
る
。
強
力
な
調
整
装
置
は
行
為
者
の
利
益
で
あ
る
。」「
法
律
行
為
の
最
終
的
な
法
律

効
果
は
行
為
者
が
期
待
し
て
い
る
こ
と
と
し
ば
し
ば
異
な
っ
て
い
る
」。
例
え
ば
「
健
康
で
あ
る
と
思
っ
て
馬
を
売
っ
た
と
こ
ろ
、
隠
れ

た
病
原
菌
に
よ
り
重
篤
な
病
気
に
罹
っ
て
お
り
、
売
却
後
に
発
病
す
る
。
売
主
は
按
察
官
訴
権
に
も
と
づ
き
責
任
を
負
う
。
こ
の
こ
と
は

当
事
者
の
意
思
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
物
の
瑕
疵
の
思
想
は
、
全
く
彼
の
観
念
に
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。



五
七

「
法
律
行
為
」
文
言
の
確
立
と
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
（
三
・
完
）（
原
田
）

こ
こ
か
ら
一
般
に
導
か
れ
る
こ
と
は
、
意
思
表
示
の
表
明
の
み
が
表
意
者
の
決
意
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
表
示
の
効
果
は
、
表
意
者
が
意
欲
し
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
不
可
避
的
に
法
の
力
に
も
と
づ
い
て
生
じ
る
。」「
問
題
は
、
い
か
な

る
法
律
効
果
が
意
思
の
所
産
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
」
り
、
そ
れ
は
、「
あ
る
法
律
関
係
の
発
生
、
消
滅
、
変
更
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
私
は
相
続
人
と
な
ろ
う
と
欲
し
、
相
続
人
と
な
る
。
私
は
売
買
契
約
を
締
結
し
、
買
主
と
な
り
売
主
と
な
る
。
意
思
と
そ
の
法
律

効
果
と
の
相
互
関
係
は
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。」
し
か
し
、「
一
度
生
じ
た
法
律
関
係
が
如
何
な
る
効
果
を
有
す
る
か
ま
た
は
ど
の
範
囲
で

効
果
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
表
示
者
の
意
思
の
み
が
こ
れ
を
決
定
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
む
し
ろ
、
行
為
者
の
意
思

を
お
そ
ら
く
一
定
の
段
階
ま
で
顧
慮
す
る
法
秩
序
が
規
範
化
し
て
い
る
、し
か
し
い
ず
れ
に
し
ろ
こ
れ
以
上
に
は
意
思
に
決
定
さ
せ
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
人
が
相
続
人
と
な
っ
た
場
合
、
彼
は
、
法
秩
序
に
よ
っ
て
生
ず
る
権
利
と
義
務
を
有
す
る
が
、
自
身
が
夢
み
た
効
果
は
有
し

な
い
。」

デ
ル
ン
ブ
ル
ク
も
ま
た
、「
法
律
行
為
の
構
成
要
素
」
と
し
て
、
行
為
の
要
素
（
取
引
の
本
質
的
要
素
）、
常
素
（
取
引
の
性
質
お
よ
び
効
果
。

当
事
者
に
よ
り
排
除
可
能
）、
偶
素
（
個
々
の
場
合
に
個
別
的
に
付
加
さ
れ
る
決
定
）
を
区
別
す
る
。

五　

小
括

（
一
）　

整
理
の
視
点

本
章
で
は
、
前
半
に
お
い
て
、
現
行
日
本
民
法
の
立
法
過
程
お
よ
び
立
法
直
後
の
起
草
者
の
文
献
を
手
掛
か
り
と
し
て
、「
法
律
行
為
」

概
念
に
つ
い
て
立
法
者
意
思
な
い
し
起
草
者
意
思
の
内
容
を
探
究
し
（
二
、
三
）、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
後
半
に
お
い
て
、
立
法
当
時
に

お
い
て
起
草
者
が
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
ド
イ
ツ
の
代
表
的
学
説
に
お
け
る
「
法
律
行
為
」
概
念
の
主
要
な
内
容
を
紹
介
し
、
そ
の
要



五
八

点
を
整
理
し
て
き
た
（
四
）。
既
に
こ
の
時
点
で
、
わ
が
国
の
起
草
者
の
理
解
の
内
容
が
ド
イ
ツ
の
代
表
的
な
学
説
か
ら
多
く
の
影
響
を

受
け
て
い
る
こ
と
が
垣
間
見
ら
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
本
章
の
最
後
に
、
以
下
の
三
点
に
絞
り
、
改
め
て
両
者
の
関
連
性
に
着
目
し
て
整
理
を
行
い
つ
つ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
見
出

さ
れ
る
、「
法
律
行
為
」
概
念
の
新
た
な
解
釈
論
上
の
課
題
を
抽
出
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
二
）　

わ
が
国
の
立
法
者
意
思
な
い
し
起
草
者
意
思
と
の
関
連
性
に
お
け
る
確
認
事
項

1　

法
律
上
の
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
と
し
て
の
法
律
行
為　
　

ま
ず
、
起
草
者
は
、
法
典
調
査
会
（
立
法
過
程
）
に
お
い
て
、
訳
語
の
問
題
を
超
え
て
、「
権
利
行
為
」
を
否
定
し
「
法
律
行
為
」
文
言

に
拘
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、「
法
律
行
為
」
が
「
法
律
上
の
効
果
を
生
ず
る
意
思
表
示
で
あ
る
」
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
お
け
る

「
法
律
効
果
と
は
、
法
律
関
係
の
発
生
、
変
更
、
消
滅
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
法
律
行
為
は
、
当
事
者
間
に
「
法

律
（
法
律
上
の
効
果
）」
を
設
定
す
る
行
為
で
あ
る
と
の
認
識
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
は
ド
イ
ツ
の
代
表
的
学
説
に

お
い
て
は
、
と
り
わ
け
「
法
律
行
為
概
念
」
お
よ
び
「
意
思
と
法
律
効
果
と
の
関
係
」
に
お
い
て
整
理
し
た
内
容
と
も
一
致
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

2　

単
独
行
為
、
契
約
を
包
括
す
る
も
の
と
し
て
の
法
律
行
為

つ
ぎ
に
、
起
草
者
は
、
同
じ
く
法
典
調
査
会
に
お
い
て
、
単
独
行
為
、
契
約
を
包
括
す
る
上
位
概
念
と
し
て
「
法
律
行
為
」
文
言
を
確

立
し
た
こ
と
も
み
た
。
こ
の
点
も
、
ド
イ
ツ
の
代
表
的
学
説
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
「
法
律
行
為
の
分
類
」
に
お
い
て
整
理
し
た
内
容

と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。



五
九

「
法
律
行
為
」
文
言
の
確
立
と
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
（
三
・
完
）（
原
田
）

（
三
）　

起
草
者
の
誤
っ
た
理
解
と
さ
れ
る
問
題

1　

催
告
を
法
律
行
為
と
し
た
こ
と
の
誤
り
？

既
に
本
稿
に
お
い
て
も
示
唆
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
起
草
者
（
梅
、
富
井
）
は
、
立
法
過
程
お
よ
び
そ
の
後
の
文
献
に
お
い
て
、
法
律

行
為
の
例
と
し
て
催
告
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
れ
が
起
草
者
の
法
律
行
為
に
つ
い
て
の
無
理
解
を
示
す
例
証
と
さ
れ
て
い
た
。
確
か
に
、
催

告
は
、
準
法
律
行
為
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
ん
に
ち
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
誤
っ
て
い
る
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
既
に
紹
介
し
整
理
し
た
如
く
、
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
は
、
法
律
行
為
の
分
類
に
お
い
て
、
一
方
的
（
単
独
）
行
為
の
例
と
し
て
、
催

告
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
既
に
指
摘
し
た
如
く
、
ド
イ
ツ
民
法
典
の
起
草
者
も
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
な
ど
当
時
の
支
配
的
見
解
に
従
い
、
催

告
を
法
律
行
為
に
分
類
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
起
草
者
も
こ
れ
ら
の
学
説
を
参
照
し
た
可
能
性
は
高
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
こ
と

を
も
っ
て
起
草
者
を
無
理
解
と
断
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
催
告
に
つ
い
て
は
、
こ
ん
に
ち
的
立
場
か
ら
見
て
も
、
こ
れ
を
法
律
行
為
と
し
た
こ
と
に
は
そ
れ
な
り
の
根
拠

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
フ
ル
ー
メ
は
以
下
の
よ
う
に
洞
察
す
る
。

「
債
権
者
は
、
遅
滞
の
効
果
を
発
生
さ
せ
る
た
め
に
し
ば
し
ば
催
告
を
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
よ
り
、
催
告
が
法
律
行

為
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、Regelung

（
法
律
）
と
し
て
の
意
味
に
お
け
る
法
律
効
果
の
規
定
（Statuierung

）
と
な
る
も
の
で
は

な
い
。
法
秩
序
お
よ
び
個
人
は
法
的
に
有
意
義
な
行
為
の
定
式
化
に
つ
い
て
決
定
し
な
い
。
債
権
者
が
催
告
に
よ
っ
て
債
務
者
を
履

行
遅
滞
に
陥
れ
よ
う
と
思
い
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
言
う
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
催
告
の
法
律
効
果
に
と
っ
て
は
重
要
で
は
な
い
。
そ

れ
で
も
や
は
り
催
告
は
私
的
自
治
の
要
素
を
有
し
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
債
権
者
は
、
遅
滞
が
法
律
に
よ
っ
て
生
じ
な
い
場
合
、
催
告
に
よ
り
遅

0

0

0

0

0

0



六
〇

滞
の
法
律
効
果
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
意
の
ま
ま
に
で
き
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
や
は
り
初
期
に
は
催
告
は
法
律
行

為
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
」（
傍
点
は
引
用
者
）
と（

（（
（

。

2　

無
主
物
先
占

無
主
物
先
占
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
は
、
広
義
の
準
法
律
行
為
の
な
か
の
混
合
事
実
行
為
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、

既
に
み
た
ご
と
く
、
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
は
、「
法
律
行
為
は
、
法
律
関
係
の
発
生
、
変
更
ま
た
は
消
滅
に
向
け
ら
れ
た
意
思
表
示
で
あ
り
、

表
示
の
み
に
よ
る
か
他
の
事
実
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
か
で
違
い
は
な
い
」
と
し
、
例
と
し
て
、「
猟
師
に
射
殺
さ
れ
た

野
獣
の
よ
う
な
無
主
物
先
占
」
を
挙
げ
て
い
た（

（（
（

。

3　

以
上
の
確
認
は
、
こ
ん
に
ち
的
な
民
法
学
の
到
達
点
か
ら
す
れ
ば
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
以
上
の
こ
と

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
本
民
法
の
起
草
者
が
催
告
や
先
占
を
法
律
行
為
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
た
こ
と
を
以
て
、「
法
律
行
為
」
概

念
に
つ
い
て
の
無
理
解
を
指
摘
す
る
こ
と
の
根
拠
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
よ
り
発
展
的
な
視
覚
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う

な
「
誤
解
」
は
、
法
律
効
果
を
発
生
さ
せ
る
法
律
要
件
（
行
為
の
側
面
）
と
し
て
の
法
律
行
為
に
お
い
て
そ
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い

る
法
律
事
実
た
る
意
思
表
示
が
法
律
効
果
に
与
え
る
射
程
の
問
題
を
改
め
て
提
起
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
四
）　
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
と
の
関
連
で
有
意
な
事
項

以
上
の
知
見
を
踏
ま
え
、
最
後
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
を
考
察
す
る
際
の
解
釈
論
上
の
課
題
を
提

起
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。



六
一

「
法
律
行
為
」
文
言
の
確
立
と
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
（
三
・
完
）（
原
田
）

1　
「
法
律
行
為
」
文
言
の
二
義
性

ま
ず
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
直
接
に
は
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
既
に
、
現
行
日
本
民
法
典
の
立
法
直
後
の
起
草
者
（
富

井
博
士
）
は
、「
法
律
行
為
ナ
ル
語
」
の
用
例
は
、「
二
様
ニ
分
カ
レ
」「
意
思
表
示
其
モ
ノ
ヲ
意
義
ス
ル
外
意
思
表
示
ニ
因
リ
テ
生
シ
タ

ル
法
律
関
係
ヲ
指
示
ス
ル
」
と
述
べ（

（（
（

、
ド
イ
ツ
で
は
、
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
が
「
あ
る
場
合
に
は
意
思
表
示
を
意
味
し
、
さ
ら
に
表
示
に
よ
っ

て
創
造
さ
れ
た
関
係
を
意
味
す
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

こ
と
を
見
た
。
こ
の
問
題
は
、
現
在
、
日
本
に
お
い
て
も
、
フ
ル
ー
メ
に
依
拠
し
、

A
kt

（
行
為
）
と
し
て
の
法
律
行
為
、Regelung

（
法
律
）
と
し
て
の
法
律
行
為
を
区
別
す
る
立
場
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
の
有

意
性
と
そ
の
解
釈
学
上
の
意
義
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

2　

法
律
行
為
と
意
思
表
示
は
同
義
か

つ
ぎ
に
、
本
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
日
本
に
お
い
て
も
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、「
法
律
行
為
は
…
意
思
表
示
で
あ
る
」
と
定
義
し
、

法
律
行
為
＝
意
思
表
示
と
す
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
法
律
要
件
た
る
法
律
行
為
と
そ
の
主
た
る
法
律
事
実
で
あ
る
意
思
表

示
と
を
同
義
で
あ
る
と
す
る
有
力
な
見
解
が
存
す
る（

（（
（

。
こ
の
見
解
は
、
そ
の
論
拠
の
一
つ
と
し
て
本
章
で
紹
介
し
た
、
日
本
に
お
け
る
法

典
調
査
会
の
議
論
、
当
時
の
ド
イ
ツ
民
法
草
案
の
理
由
書
を
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
は
、
意
思
表
示
は
法
律
行
為
の
法
律
事
実
か
と
い

う
問
題
に
も
関
連
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
に
つ
き
、
こ
れ
ま
で
の
本
稿
の
成
果
を
も
踏
ま
え
検
討
す
る
こ
と
が
有
意
で
あ
る
。

3　

法
律
効
果
の
内
容
た
る
法
律
関
係
と
は
何
か

さ
ら
に
、
法
律
行
為
に
よ
っ
て
生
ず
る
法
律
効
果
と
し
て
の
「
法
律
関
係
」
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
は
、
と

り
わ
け
ド
イ
ツ
に
お
け
る
代
表
的
学
説
の
紹
介
に
お
い
て
示
唆
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
改
め
て
現
在
的
な
課
題
と
し
て
整
理

し
て
お
く
こ
と
が
有
意
で
あ
る
。



六
二

4　

法
律
関
係
の
形
成
と
意
思
（
意
思
表
示
）
と
の
関
係

最
後
に
、
3
に
お
い
て
整
理
し
た
「
法
律
関
係
」
概
念
を
踏
ま
え
、
法
律
行
為
に
お
い
て
形
成
さ
れ
る
「
法
律
関
係
」
に
お
い
て
、
そ

の
最
も
中
心
的
な
役
割
を
演
じ
る
意
思
表
示
は
、
行
為
（A

kt

）
と
し
て
の
法
律
行
為
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
法
律
（Regelung

）
と
し
て

の
法
律
行
為
、
す
な
わ
ち
「
法
律
関
係
」
に
い
か
な
る
範
囲
で
意
義
を
有
す
る
の
か
、
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
紹
介
し
た
ド

イ
ツ
の
代
表
的
学
説
を
踏
ま
え
つ
つ
、
日
本
に
お
け
る
法
律
行
為
の
支
配
的
定
義
、「
当
事
者
の
意
思
ど
お
り
の
法
律
効
果
が
生
じ
る
」

と
い
う
場
合
の
「
意
思
ど
お
り
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

第
三
章　
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義

一　

は
じ
め
に

前
章
の
小
括
に
お
い
て
設
定
し
た
現
在
的
な
課
題
を
受
け
、
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
分
析
・
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
本
章
の
課
題
で
あ

る
。

二　
「
法
律
行
為
」
文
言
の
二
義
性

（
一
）　

こ
こ
で
検
討
す
る
「
法
律
行
為
」
文
言
の
二
義
性
と
は
、
具
体
的
に
は
、A

kt

（
行
為
）
と
し
て
の
法
律
行
為
（
以
下
、
行
為
と

し
て
の
法
律
行
為
と
い
う
。）
とRegelung

（
法
律
）
と
し
て
の
法
律
行
為
（
以
下
、
法
律
と
し
て
の
法
律
行
為
と
い
う
。）
を
意
味
す
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
の
現
在
的
意
義
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
既
に
本
稿
の
冒
頭
で
示
し
て
お
い
た
と
お
り
で
あ
る（

（（
（

。
日
本
の
実
定
法
解
釈
学
に



六
三

「
法
律
行
為
」
文
言
の
確
立
と
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
（
三
・
完
）（
原
田
）

お
い
て
こ
の
立
場
に
立
つ
学
説
に
つ
い
て
も
そ
こ
で
指
示
し
て
お
い
た（

（（
（

。
か
か
る
見
解
の
基
礎
に
は
、
フ
ル
ー
メ
の
立
場（

（（
（

の
承
継
が
あ
る

こ
と
は
論
者
の
説
明
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る（

（（
（

。

と
こ
ろ
で
、「
法
律
行
為
」
文
言
を
こ
の
よ
う
に
、「
行
為
」
自
体
と
、「
行
為
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
法
律
効
果
」
を
意
味
す
る
も
の

で
も
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
検
討
し
た
如
く
、
立
法
者
意
思
と
し
て
も
、「
法
律
行
為
」
を
し
て
、
単
な
る
訳
語
の
問
題
を
超
え
、

当
事
者
が
単
に
「
権
利
」
を
設
定
す
る
の
み
な
ら
ず
、
当
事
者
が
必
ず
し
も
効
果
意
思
の
内
容
と
し
て
い
な
い
「
権
利
」
を
も
含
む
「
法

律
効
果
」
を
も
発
生
さ
せ
る
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
こ
と
（
法
律
と
し
て
の
法
律
行
為
）、
ま
た
、
契
約
、
単
独
行
為
を
包
摂
す
る
上
位

概
念
と
し
て
法
律
「
行
為
」
を
観
念
し
、
こ
れ
を
総
則
に
配
置
す
る
と
い
う
考
え
を
示
し
て
い
た
こ
と
（
行
為
と
し
て
の
法
律
行
為
）
か
ら
、

か
か
る
立
場
を
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
法
律
行
為
」
文
言
を
、
行
為
と
し
て
の
法
律
行
為
と
法
律
と
し
て
の
法

律
行
為
の
二
義
に
解
す
る
立
場
は
、
立
法
者
意
思
と
し
て
も
承
認
さ
れ
得
る
。
こ
の
よ
う
な
見
地
は
、
既
に
前
章
の
小
括
で
整
理
し
た
如

く
、
起
草
者
（
富
井
博
士
）
の
立
法
直
後
の
文
献
に
お
け
る
指
摘
、
お
よ
び
、
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
の
指
摘（

（（
（

に
よ
っ
て
も
推
測
し
得
る
も
の
で

あ
る
。

（
二
）　

か
か
る
立
場
の
現
在
的
意
義
は
、
と
り
わ
け
こ
の
間
、
代
理
の
構
造
を
理
解
す
る
点
に
お
い
て
、
緻
密
か
つ
非
常
に
深
い
議
論

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
章
の
最
後
に
、
改
め
て
取
り
上
げ
、
若
干
の
検
討
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三　

法
律
行
為
と
意
思
表
示
は
同
義
か

（
一
）　

行
為
と
し
て
の
法
律
行
為
と
意
思
表
示
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
既
に
指
摘
し
た
如
く
、「
法
律
行
為
は
意
思
表
示
そ
の
も
の
で
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四

あ
る
」
と
さ
れ
る
有
力
な
見
解
が
存
在
す
る
（
石
田
（
穣
）
説
）。
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
ま
ず
起
草
者
は
両
者
を
「
区
別
し
て
い
な

か
っ
た
」
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
る（

（（
（

。
確
か
に
立
法
過
程
（
法
典
調
査
会
）
の
議
論
に
お
い
て
は
、
両
者
の
区
別
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
た

か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
梅
博
士
も
富
井
博
士
も
立
法
直
後
の
体
系
書
に
お
い
て
逸
早
く
「
法
律
行
為
と
意
思
表
示
」
と
の

関
係
を
「
契
約
と
意
思
表
示
」
と
の
関
係
に
お
い
て
考
察
し
、「
二
つ
の
意
思
表
示
の
合
致
に
よ
っ
て
成
立
す
る
契
約
は
二
つ
の
法
律
行

為
か
一
つ
の
法
律
行
為
か
」
に
つ
い
て
論
じ
、
二
つ
の
意
思
表
示
の
合
致
に
よ
っ
て
成
立
す
る
一
つ
の
法
律
行
為
で
あ
る
、
と
の
立
場
に

立
っ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る（

（（
（

。

し
か
し
、
こ
の
見
解
に
関
す
る
よ
り
重
要
な
検
討
課
題
は
、
論
者
が
さ
ら
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
民
法
の
第
一
草
案
の
理
由

書
に
お
い
て
も
、「
意
思
表
示
は
法
律
行
為
と
…
同
じ
意
味
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
」
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
意
思
表
示
の
も
と
で

法
律
行
為
上
の
意
思
表
示
が
理
解
さ
れ
る
。
意
思
表
示
と
法
律
行
為
は
規
則
に
従
い
同
じ
意
味
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
意

思
表
示
は
、
意
思
の
表
明
（W

illensäußerung
）
が
そ
れ
自
体
前
面
に
あ
る
か
ま
た
は
意
思
表
示
が
同
時
に
法
律
行
為
の
構
成
要
件
の
要

素
と
し
て
の
み
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
出
く
わ
す
と
こ
ろ
で
言
及
さ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る（

（（
（

。
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
も
デ

ル
ン
ブ
ル
ク
も
、
既
に
み
た
如
く
パ
ン
デ
ク
テ
ン
教
科
書
に
お
い
て
、
法
律
行
為
を
「
法
律
行
為
は
…
意
思
表
示
で
あ
る
」
と
定
義
し
て

い
る
。
石
田
（
穣
）
説
が
ド
イ
ツ
民
法
の
理
由
書
を
援
用
さ
れ
る
の
も
こ
の
点
を
指
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。
か
か
る
指
摘
は
、

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
第
三
巻
に
遡
り
、
そ
こ
で
は
、「
法
律
行
為
」
と
い
う
術
語
と
「
意
思
表
示
」
と
い
う
術
語
が
同
義

語
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る（

（（
（

こ
と
か
ら
も
有
意
で
あ
る
。

（
二
）　

も
っ
と
も
、
よ
り
細
部
に
拘
っ
て
み
て
い
く
と
、
既
に
紹
介
し
た
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
に
お
い
て
は
、
他
面
で
、
法
律
行
為
と



六
五

「
法
律
行
為
」
文
言
の
確
立
と
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
（
三
・
完
）（
原
田
）

意
思
表
示
と
を
同
義
で
は
な
い
と
も
考
え
て
い
る
と
推
測
し
得
る
指
摘
が
あ
る
。
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
は
、
法
律
事
実
と
し
て
、「
権
利

の
発
生
、
消
滅
お
よ
び
変
更
が
生
じ
る
事
実
の
個
々
の
要
素
」
で
あ
り
、「
複
数
の
事
実
で
構
成
さ
れ
る
」
こ
と
も
あ
る
と
し
、
契
約
は

二
つ
の
意
思
表
示
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
、
と
述
べ（

（（
（

、
ま
た
、
法
律
行
為
の
種
類
の
説
明
に
お
い
て
、「
法
律
行
為
の
最
も
重
要
な
分
類
は
、

一
方
的
法
律
行
為
と
双
方
的
法
律
行
為
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
法
律
行
為
は
一
人
の
意
思
表
示
に
よ
り
成
立
す
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
法

律
行
為
の
た
め
に
は
数
人
の
意
思
表
示
を
必
要
と
す
る
。
よ
り
詳
し
く
は
、
一
方
に
よ
り
表
示
さ
れ
た
意
思
は
他
方
の
意
思
表
示
と
か
み

合
い
、
保
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
双
方
的
法
律
行
為
は
、
周
知
の
表
現
で
は
、
契
約
と
い
う
」
と
し
て
い
る（

（（（
（

。
こ
の
文
脈
で
唯
一

気
に
な
る
部
分
は
「
双
方
的
法
律
行
為
」
の
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
文
は
、“das zw

eiseitige Rechtsgeschäft”

と
単
数
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
こ
こ
で
も
、
法
律
行
為
と
意
思
表
示
と
は
同
義
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
。

フ
ル
ー
メ
は
、
先
に
示
し
た
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
が
「
法
律
行
為
と
意
思
表
示
を
同
義
」
と
し
て
い
る
点
を
挙
げ
、
こ
れ
が
起
草
者

の
見
解
で
も
あ
る
と
し
た
う
え
で
、「
法
律
行
為
は
意
思
表
示
で
あ
る
。
そ
れ
は
法
律
効
果
を
発
生
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
思
を
表
示
し
、

か
つ
法
秩
序
は
こ
の
法
律
効
果
が
法
律
行
為
の
創
造
者
に
よ
っ
て
意
欲
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
こ
の
法
律
効
果
を
生
ぜ
し
め
る
の
で
あ

る
」
と
す
る
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
法
律
行
為
の
定
義
を
引
用
し
、
こ
の
定
義
を
「
徹
頭
徹
尾
正
し
い
」
と
す
る（

（（（
（

。
と
こ
ろ
が
、
彼
は
他

方
で
以
上
の
内
容
に
隣
接
し
て
、「
法
律
行
為
」
概
念
と
「
意
思
表
示
」
概
念
の
関
係
に
つ
き
、「
法
律
行
為
は
意
思
表
示
の
み
に
も
と
づ

い
て
存
在
し
得
る
」、「
法
律
行
為
は
複
数
の
意
思
表
示
に
も
と
づ
い
て
存
在
し
得
る
」
等
と
し
て
、
両
概
念
が
同
義
で
は
な
く
区
別
さ

れ
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
。「
法
律
関
係
の
自
己
形
成
行
為
す
な
わ
ち
自
身
の
意
思
に
も
と
づ
く
形
成
行
為
と
し
て
の
法
律
行
為
は
、

Regelung

が
妥
当
（Gelten

）
さ
れ
る
意
思
の
表
明
（M

anifestation

）
を
要
求
す
る
。
こ
れ
が
、
意
思
表
示
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
意
思

表
示
は
法
律
行
為
の
一
部
で
あ
る
（gehören

）。“
法
律
行
為
”
概
念
と
“
意
思
表
示
”
概
念
は
、
法
秩
序
に
よ
り
定
式
化
さ
れ
た
、
法
律



六
六

関
係
の
自
己
形
成
と
い
う
行
為
（A

kt

）
が
一
人
の
者
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
一
つ
の
意
思
表
示
の
自
己
形
成
の
表
明
に
お
い
て
の
み
存

在
す
る
場
合
は
、
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
単
独
の
告
知
（einseitige K

ündigung

）
の
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。
告
知
表
示
は

意
思
表
示
で
あ
り
、
こ
の
意
思
表
示
は
告
知
と
い
う
法
的
行
為
（Rechtsakt

）
を
意
味
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
は
告
知
＝
法
律
行
為
で
あ

る
。」
と
こ
ろ
が
、
続
け
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
一
般
に
法
律
関
係
の
形
成
に
は
複
数
の
者
の
共
同
を
必
要
と
す
る
。
範
例
は
契
約

で
あ
る
。
契
約
締
結
者
の
意
思
表
示
が
共
同
し
て
（zusam

m
en

）
契
約
と
い
う
法
律
行
為
を
生
み
出
す
。
例
え
ば
売
買
と
い
う
法
律
行
為

は
、
売
主
と
買
主
の
意
思
表
示
か
ら
成
り
、
こ
れ
ら
に
よ
り
二
人
が
売
買
契
約
を
締
結
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
契
約
の
場
合
は
、“
意
思

表
示
”
と
“
法
律
行
為
”
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。」（

（（（
（

そ
し
て
、「
一
つ
ま
た
は
複
数
の
意
思
表
示
以
外
に
な
お
別
の
事
象
（
引
用
者

の
補
足
：
所
有
権
譲
渡
に
お
け
る
引
渡
し
、
官
庁
の
行
為
、
第
三
者
の
同
意
）
が
法
律
行
為
の
行
為
（A

kt

）
の
一
部
で
あ
る
」
点
を
指
摘
し
た
の

ち
、「“
法
律
行
為
”
概
念
に
対
す
る
“
意
思
表
示
”
概
念
の
意
義
」
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「“
意
思
表
示
”
概
念
は
“
法
律
行

為
”
概
念
と
並
ん
で
、
法
律
行
為
が
複
数
の
意
思
表
示
も
し
く
は
一
つ
の
意
思
表
示
と
そ
の
他
の
事
象
か
ら
成
る
全
て
の
場
合
に
対
し
て

特
別
の
意
義
を
有
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、一
般
に
法
律
上
の
議
論
に
お
い
て
“
意
思
表
示
”
に
照
準
が
当
て
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

常
に
“
法
律
行
為
”
が
問
題
と
な
る
、
す
な
わ
ち
法
律
行
為
は
有
効
か
、
法
律
行
為
に
は
い
か
な
る
法
律
効
果
が
生
じ
る
か
、
で
あ
る
。

法
律
行
為
に
対
す
る
意
思
表
示
の
独
自
性
は
そ
の
意
義
（Sinn
）
の
み
に
存
し
、
法
律
行
為
の
問
題
性
は
、
そ
れ
が
意
思
表
示
に
関
し
て

生
じ
る
限
り
、
意
思
表
示
か
ら
判
断
し
て
整
理
す
る
こ
と
（A

usrichtung

）
に
よ
り
、
よ
り
良
く
把
握
さ
れ
る
。」（

（（（
（

フ
ル
ー
メ
の
こ
の
矛
盾
す
る
が
如
き
指
摘
を
い
か
に
理
解
す
べ
き
か
。

フ
ル
ー
メ
が
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
法
律
行
為
の
定
義
に
つ
き
「
徹
頭
徹
尾
正
し
い
」
と
評
価
す
る
に
は
実
は
一
つ
の
限
定
が
存
在

す
る
点
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
定
義
は
、「
一
般
に
、
法
律
行
為

0

0

0

0

“
自
体

0

0

”
は
存
在
せ

0

0

0

0



六
七

「
法
律
行
為
」
文
言
の
確
立
と
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
（
三
・
完
）（
原
田
）

ず0

、
む
し
ろ
法
律
行
為
概
念

0

0

が
、
法
秩
序
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
、
法
律
関
係
の
形
成
の
た
め
の
行
為
類
型
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
行
為
類

型
が
概
念
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
熟
慮
す
る
の
み
で
あ
る
─
─
し
か
も
こ
の
点
で
定
義
を
補
充
す
る
の
み
で
あ
る
─
─
場
合
」（
傍

点
は
引
用
者
）
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
に
代
表
さ
れ
る
「
法
律
行
為
」
概
念
は
、
個
々
の
法

律
行
為
を
包
括
す
る
抽
象
概
念
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
法
律
行
為
」
概
念
は
、「
法
秩
序
に
よ
っ
て

承
認
さ
れ
た
、
法
律
関
係
の
形
成
の
た
め
の
法
律
行
為
類
型
」
の
み
を
把
握
す
る
た
め
に
有
意
義
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
本
質
的
内
容
は

「
意
思
表
示
に
も
と
づ
く
法
律
関
係
の
形
成
」
で
あ
る
。
法
律
行
為
概
念
の
こ
の
本
質
的
内
容
こ
そ
が
法
律
行
為
を
法
律
行
為
た
ら
し
め
、

法
律
行
為
を
法
律
行
為
以
外
の
行
為
類
型
（
例
え
ば
違
法
な
事
実
自
体
に
よ
っ
て
損
害
賠
償
義
務
と
い
う
法
律
効
果
が
発
生
す
る
不
法
行
為
）
と
区

別
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
け
る
本
質
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
こ
そ
「
意
思
表
示
」
で
あ
り
、
こ
の
点
を
象
徴
す
る
表
現
な
い
し
定
義

が
「
法
律
行
為
」＝「
意
思
表
示
」
で
あ
る
。
フ
ル
ー
メ
が
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
定
義
を
援
用
し
て
「
徹
頭
徹
尾
正
し
い
」
と
規
定
し

た
の
は
正
に
こ
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
「
法
律
行
為
」
概
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ひ
と
た
び
抽
象
化
さ
れ
た
法
律
行
為
概
念
に
包
摂
さ
れ
る
諸
法
律
行
為
（
単
独
行
為
、
契
約
、
合
同
行
為
）
が
考
察
の
、

あ
る
い
は
考
慮
の
対
象
と
さ
れ
る
場
合
、
こ
れ
ら
に
全
て
共
通
す
る
「
意
思
表
示
」
を
援
用
し
て
、「
法
律
行
為
は
意
思
表
示
で
あ
る
」

と
定
義
す
る
こ
と
に
は
も
は
や
特
別
の
意
義
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
概
念
は
全
て
意
思
表
示
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ

ま
り
法
律
行
為
概
念
に
包
摂
さ
れ
る
諸
々
の
法
律
行
為
、
よ
り
正
確
に
は
現
実
に
問
題
と
な
る
当
該
の
（
個
々
の
）
法
律
行
為
（
単
独
行
為
、

契
約
。
こ
れ
ら
も
な
お
包
括
概
念
（
抽
象
概
念
）
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
包
括
さ
れ
る
遺
言
、
売
買
等
が
個
々
の
法
律
行
為
と
い
う
こ
と
に
な
る
。）
の
個

別
的
意
義
を
抽
出
す
る
た
め
に
は
、
法
律
行
為
概
念
の
本
質
的
要
素
と
さ
れ
る
意
思
表
示
の
態
様
（
例
え
ば
契
約
の
場
合
に
は
一
方
の
意
思
表

示
が
他
方
の
意
思
表
示
と
か
み
合
う
（
合
致
す
る
）
こ
と
）
等
よ
り
詳
細
に
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
個
別
か
つ
具
体
的
な
法
律
行
為
類
型



六
八

の
差
異
を
明
確
に
し
得
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
法
律
行
為
＝
意
思
表
示
に
は
格
別
の
意
味
は
存
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
法
律
行
為
と
意
思
表
示
と
の
関
係
が
改
め
て
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
単
独
行
為
と
し
て
の
法
律
行
為
は
一
つ
の
意
思

表
示
で
形
成
さ
れ
て
お
り
（
こ
の
意
味
で
は
法
律
行
為
と
意
思
表
示
は
一
致
す
る
。）、
契
約
と
し
て
の
法
律
行
為
は
二
つ
の
意
思
表
示
の
合
致

に
よ
り
形
成
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
三
）　

現
在
の
日
本
に
お
け
る
通
説
的
見
解
も
、
意
思
表
示
は
法
律
要
件
た
る
法
律
行
為
の
法
律
事
実
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
例
え

ば
以
下
の
説
明
は
、
初
学
者
に
向
け
た
も
の
で
あ
る
が
、「
法
律
行
為
」
概
念
の
抽
象
性
と
そ
の
抽
象
度
の
段
階
構
造
（
契
約
、
単
独
行
為

等
お
よ
び
売
買
、
遺
言
等
）、「
法
律
行
為
」
概
念
と
「
意
思
表
示
」
と
の
関
係
、
お
よ
び
、「
法
律
行
為
」
概
念
の
実
定
法
学
的
意
義
（
有
用

性
）
を
、「
法
律
行
為
」
概
念
が
登
場
し
た
歴
史
的
経
緯
を
も
踏
ま
え
、
精
密
か
つ
含
蓄
を
以
て
巧
み
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

「
1　
『
法
律
行
為
』
と
い
う
法
概
念
（
法
律
用
語
）

（
1
）　

法
律
行
為
の
意
味

以
上
の
種
々
の
内
容
の
意
思
の
合
致
に
よ
っ
て
法
律
効
果
の
発
生
す
る
も
の
を
、『
契
約
』
と
抽
象
化
し
、
免
除
と
か
相
殺
の
よ

う
に
一
方
的
意
思
表
示
だ
け
で
法
律
効
果
が
発
生
す
る
も
の
を
、『
単
独
行
為
』
と
抽
象
化
し
た
の
で
す
が
、
さ
ら
に
『
契
約
』
も

『
単
独
行
為
』
も
、
意
思
表
示
を
要
素
と
し
て
い
る
点
に
着
目
し
て
、
一
個
ま
た
は
複
数
の
意
思
表
示
（
意
思
表
示
を
、
契
約
や
単
独
行

為
と
い
っ
た
『
法
律
要
件
』
を
形
成
す
る
事
実
と
い
う
意
味
で
、『
法
律
事
実
』
と
呼
び
ま
す
。）
か
ら
成
り
立
っ
て
、
効
果
意
思
ど
お
り
の
法

律
効
果
を
発
生
さ
せ
る
法
律
要
件
と
し
て
、『
法
律
行
為
』
と
呼
び
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
契
約
や
単
独
行
為
と
い
っ
た
法
律
行
為
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に
は
民
法
九
〇
条
か
ら
一
三
七
条
の
『
法
律
行
為
』
の
規
定
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
2
）　

抽
象
化
さ
れ
た
法
概
念
（
法
律
用
語
）
の
実
益

難
し
い
概
念
が
次
々
と
飛
び
出
し
て
き
て
、
と
ま
ど
っ
た
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
法
律
学
は
嫌
い
だ
、
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。
で

も
、
こ
の
よ
う
な
思
考
方
法
は
、
法
律
学
に
特
有
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
先
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
思
考
方

法
は
、
一
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
の
法
律
学
が
、
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
輝
か
し
い
成
果
を
お
さ
め
つ
つ
あ
っ
た
自
然
科
学
の
方
法
論
を

ま
ね
た
も
の
な
の
で
す
（
例
え
ば
、
ラ
ヴ
ォ
ア
ジ
ェ
〈
一
七
四
三
─
九
四
年
〉
や
ド
ー
ル
ト
ン
〈
一
七
六
六
─
一
八
四
四
〉
の
業
績
を
思
い
出
し

て
下
さ
い
）。

先
の
ビ
ー
ル
の
売
買
や
、
五
右
衛
門
と
サ
ザ
エ
さ
ん
の
土
地
売
買
を
、
例
え
ば
、『
隅
田
川
の
水
』
や
『
琵
琶
湖
の
水
』
と
い
っ

た
段
階
の
も
の
と
考
え
る
と
、『
売
買
契
約
』
と
い
う
抽
象
化
は
『
水
』
と
い
っ
た
段
階
の
問
題
、『
契
約
』
と
い
う
抽
象
化
は
『
無

機
化
合
物
』
と
い
っ
た
段
階
の
問
題
、『
法
律
行
為
』
と
い
う
抽
象
化
は
『
分
子
』
と
い
っ
た
段
階
の
問
題
、『
意
思
表
示
』
と
い
う

抽
象
化
は
『
原
子
』
と
い
っ
た
段
階
の
問
題
、『
効
果
意
思
』
や
『
表
示
意
思
』
そ
し
て
『
表
示
行
為
』
と
い
う
抽
象
化
は
『
素
粒

子
』
と
い
っ
た
段
階
の
問
題
に
、
対
比
し
う
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
思
考
方
法
の
実
益
は
、
次
の
点
に
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
ビ
ー
ル
の
売
買
の
場
合
で
あ
ろ
う
が
、
土
地
の
売
買
の
場
合
で
あ
ろ
う
が
、
売
買
と
い
っ
た
分
類
に
入
れ
ら
れ
る
社
会

現
象
（
経
済
取
引
）
の
す
べ
て
に
民
法
五
五
五
条
か
ら
五
八
五
条
を
適
用
し
う
る
し
、
売
買
で
あ
ろ
う
が
賃
貸
借
で
あ
ろ
う
が
、『
契

約
』
と
い
う
分
類
に
入
れ
ら
れ
る
社
会
現
象
（
経
済
取
引
）
の
す
べ
て
に
民
法
五
二
一
条
か
ら
五
四
八
条
の
『
契
約
』
の
総
則
の
規

定
を
適
用
し
う
る
し
、
契
約
で
あ
ろ
う
が
単
独
行
為
で
あ
ろ
う
が
『
意
思
表
示
』
に
つ
い
て
は
民
法
九
三
条
か
ら
九
八
条
の
『
意
思

表
示
』
の
規
定
を
適
用
し
う
る
し
、
さ
ら
に
『
法
律
行
為
』
と
い
う
分
類
に
入
れ
ら
れ
る
社
会
現
象
（
経
済
取
引
）
の
す
べ
て
に
民
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法
九
〇
条
か
ら
民
法
一
三
七
条
の
規
定
を
適
用
し
う
る
と
い
う
よ
う
に
、
多
種
多
様
な
社
会
現
象
（
経
済
取
引
）
を
ご
く
限
ら
れ
た

数
の
条
文
で
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
す
。」（

（（（
（

四　

法
律
効
果
の
内
容
た
る
法
律
関
係
と
は
何
か

（
一
）　

法
律
効
果
の
意
味

さ
て
、
法
律
行
為
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
法
律
効
果
と
は
一
体
い
か
な
る
内
容
を
い
う
の
か
。
こ
れ
は
、
行
為
と
し
て
の
法
律
行
為
か

ら
生
じ
る
法
律
と
し
て
の
法
律
行
為
と
は
何
か
、
と
い
う
問
い
で
も
あ
る
。
本
稿
と
の
直
接
的
な
関
係
か
ら
す
れ
ば
、「
法
律
行
為
」
を

し
て
「
権
利
行
為
」
な
い
し
「
権
利
義
務
設
定
行
為
」
と
い
う
場
合
の
、
権
利
（
な
い
し
権
利
義
務
）
は
一
体
ど
の
よ
う
な
内
容
を
指
示
し

て
い
る
の
か
、
別
言
す
れ
ば
、「
効
果
意
思
ど
お
り
の
法
律
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
」
と
い
う
場
合
の
法
律
効
果
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
法

律
効
果
を
指
示
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
の
立
法
者
意
思
は
、「
法
律
効
果
」
の
発
生
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
効
果
を
「
法
律
関
係
」
の
発
生
、
変
更
、
消
滅

と
捉
え
て
い
た（

（（（
（

。
か
た
や
、
当
時
を
含
め
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
、
な
い
し
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

既
に
み
た
如
く
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
は
、
第
三
版
に
お
い
て
、
法
律
行
為
を
、「
権
利
が
発
生
し
、
消
滅
し
、
ま
た
は
変
更
を
受
け

る
べ
き
こ
と
を
内
容
と
す
る
私
的
意
思
表
示
で
あ
る
」
と
定
義
し
、
第
四
版
で
も
ほ
ぼ
同
様
に
、「
権
利
の
発
生
、
消
滅
、
ま
た
は
変
更
」

に
向
け
ら
れ
た
私
的
意
思
表
示
で
あ
る
、
と
定
義
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
六
版
、
第
九
版
で
は
、「
法
律
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
」
に
向

け
ら
れ
た
私
的
意
思
表
示
で
あ
る
と
定
義
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
の
「
権
利
の
発
生
、
消
滅
ま
た
は
変
更
」
が
、「
法
律
効
果
を

生
み
出
す
こ
と
」
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
は
、「
法
律
行
為
と
は
、
法
律
関
係
を
秩
序
づ
け
る
た
め
の
表
示
者
の
意
思
表
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示
で
あ
る
。」、
ま
た
は
、「
法
律
行
為
は
、
あ
る
法
律
関
係
の
創
設
、
変
更
ま
た
は
消
滅
に
向
け
ら
れ
た
意
思
表
示
で
あ
る
。」
と
定
義
し

た
。こ

れ
ら
に
お
い
て
は
、
発
生
す
る
法
律
効
果
は
、
単
に
個
々
の
権
利
の
発
生
、
変
更
、
消
滅
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
行
為
と
し
て
の
法
律
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
る
法
律
と
し
て
の
法
律
行
為
と
は
、「
法
律
効
果
」
を
意
味
し
、
こ
の
「
法
律
効

果
」
は
、「
法
律
関
係
の
発
生
、
変
更
ま
た
は
消
滅
」
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
「
法
律
関
係
」
と
は
一
体
何
か
、
す
な
わ

ち
「
法
律
関
係
」
概
念
の
内
実
で
あ
る
。

（
二
）　

法
律
関
係
の
意
味

単
な
る
個
々
の
「
権
利
」
を
超
え
た
、「
法
律
関
係
」
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
か
。
こ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
の
日
本
の
立
法
者

意
思
は
、「
法
律
関
係
を
」
を
「
法
律
上
の
権
利
義
務
」
と
理
解
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
既
に
紹
介
し
た
如
く
、

デ
ル
ン
ブ
ル
ク
は
、「
法
律
関
係
の
も
と
で
、
あ
る
者
の
、
他
の
者
ま
た
は
物
に
対
す
る
法
的
に
有
効
な
関
係
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
」
と
し
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
は
、
二
義
的
に
、「
諸
権
利
ま
た
は
諸
権
利
の
複
合
の
発
生
、
消
滅
、
変
更
」
と
定
義
す
る（

（（（
（

。

さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
の
現
在
的
な
定
義
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
ラ
ー
レ
ン
ツ
／
ヴ
ォ
ル
フ
に
よ
れ
ば（

（（（
（

、「
法
律
関
係
と
は
、
そ
の
他
の
社

会
的
生
活
関
係
と
は
対
照
的
に
、
法
的
に
規
律
さ
れ
た
人
と
人
と
の
間
の
関
係
で
あ
る
。
法
秩
序
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
特
定
人
間
の
関

係
が
存
在
し
、
一
般
国
民
の
諸
義
務
を
超
え
た
個
人
の
諸
権
利
と
諸
義
務
が
付
与
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
決
定
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
法
律
関
係
は
、
人
（
第
一
章
を
見
よ
）
と
並
ん
で
、
私
法
の
第
二
の
中
心
的
な
根
本
概
念
で
あ
る
。」

以
上
か
ら
、「
法
律
関
係
」
は
、
少
な
く
と
も
、
特
定
人
間
に
法
的
に
規
律
さ
れ
た
関
係
が
存
在
し
、
そ
れ
は
権
利
（
義
務
）
の
複
合
で
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あ
る
、
と
い
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
権
利
の
複
合
と
個
々
の
権
利
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に

こ
の
点
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

（
三
）　

権
利
の
複
合
と
個
々
の
権
利
と
の
関
係

ヴ
ォ
ル
フ
／
ノ
イ
ナ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る（

（（（
（

。

「
法
律
関
係
は
、
一
般
に
、
全
体
と
し
て
の
法
的
関
係
と
し
て
も
、
権
利
、
義
務
ま
た
は
例
え
ば
権
能
の
形
式
に
お
け
る
個
々
の

要
素
と
し
て
も
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
個
々
の
要
素
は
全
体
と
し
て
の
法
律
関
係
と
同
じ
構
造
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
々
の
要
素
を
そ

の
側
か
ら
再
び
法
律
関
係
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
と
っ
て
そ
れ
自
体
何
も
邪
魔
に
は
な
ら
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
専
門
用
語

的
に
も
、
複
合
形
象
（kom

plexes Gebilde
）
と
し
て
の
法
律
関
係
を
個
々
の
権
利
義
務
と
区
別
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、“
法
律
関
係
”
と
い
う
表
現
は
、
専
ら
、
広
義
に
お
い
て
、
全
体
と
し
て
の
債
務
関
係
と
し
て
、
所
有
権
と
し
て
、
家
族

法
上
の
関
係
と
し
て
、
ま
た
は
例
え
ば
社
団
に
お
け
る
社
員
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」

五　

法
律
関
係
と
効
果
意
思
と
の
関
係

（
一
）　

以
上
の
よ
う
に
、「
法
律
効
果
」＝「
法
律
関
係
」
と
し
、
こ
の
法
律
関
係
を
、
権
利
の
複
合
と
捉
え
る
場
合
、
こ
れ
ら
権
利
の

複
合
に
お
い
て
、
各
々
の
権
利
は
い
か
な
る
根
拠
に
も
と
づ
い
て
存
在
し
て
い
る
の
か
、
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
問
題
を
別
言
す
れ
ば
、

行
為
と
し
て
の
法
律
行
為
に
よ
っ
て
発
生
す
る
法
律
と
し
て
の
法
律
行
為
の
根
拠
は
、
法
律
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
意
思
を
表
示
し
た
法
律
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行
為
の
創
造
者
に
よ
り
意
欲
さ
れ
た
が
故
に
、
法
律
と
し
て
の
法
律
行
為
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
こ
に
お
い
て
生
じ
た
権

利
の
複
合
の
す
べ
て
が
法
律
行
為
の
創
造
者
の
意
思
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
き
、
既
に
紹
介
し
た
如
く
、
起
草
者
（
富
井
博
士
）
は
、
文
献
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
法
律
行
為
は

当
事
者
の
欲
望
し
た
法
律
上
の
効
果
を
全
て
生
じ
さ
せ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
は
な
」
く
、
ま
た
、「
そ
の
効
果
は
欲
望
の
み
を
生
じ
さ

せ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
」、「
あ
る
法
律
行
為
に
如
何
な
る
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
か
は
必
ず
し
も
当
事
者
の
意
思
の
み
に
よ
り
決

定
せ
ら
れ
る
べ
き
事
柄
で
は
な
い
」、
そ
れ
ゆ
え
、「
そ
の
効
果
は
必
ず
し
も
当
事
者
の
欲
望
す
る
所
に
適
中
す
る
と
は
い
え
な
い
」（

（（（
（

。

デ
ル
ン
ブ
ル
ク
は
、
こ
の
点
を
、
よ
り
明
確
に
述
べ
て
い
る
。「
法
律
行
為
の
最
終
的
な
法
律
効
果
は
行
為
者
が
期
待
し
て
い
る
こ
と

と
し
ば
し
ば
異
な
っ
て
い
る
」。
例
え
ば
「
健
康
で
あ
る
と
思
っ
て
馬
を
売
っ
た
と
こ
ろ
、
隠
れ
た
病
原
菌
に
よ
り
重
篤
な
病
気
に
罹
っ

て
お
り
、
売
却
後
に
発
病
す
る
。
売
主
は
按
察
官
訴
権
に
も
と
づ
き
責
任
を
負
う
。
こ
の
こ
と
は
当
事
者
の
意
思
に
起
因
す
る
も
の
で
は

な
い
。
と
い
う
の
も
、
物
の
瑕
疵
の
思
想
は
、
全
く
彼
の
観
念
に
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
一
般
に
導
か
れ
る
こ
と
は
、

意
思
表
示
の
表
明
の
み
が
表
意
者
の
決
意
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
表
示
の
効
果
は
、
表
意
者
が
意
欲

し
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
不
可
避
的
に
法
の
力
に
も
と
づ
い
て
生
じ
る
。」（

（（（
（

（
二
）　

そ
れ
で
は
、意
思
に
も
と
づ
く
も
の
と
法
律
に
も
と
づ
く
も
の
と
は
ど
の
よ
う
に
棲
分
け
が
行
わ
れ
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
き
、

起
草
者
（
富
井
博
士
）
は
、
法
律
効
果
が
「
当
事
者
の
意
思
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
の
は
」「
そ
の
成
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
法
律
行

為
お
よ
び
こ
れ
に
よ
り
生
ず
べ
き
本
然
の
法
律
関
係
で
あ
る
」、「
例
え
ば
売
買
の
成
立
に
は
一
定
の
目
的
物
と
代
金
が
当
事
者
双
方
の
意

思
の
合
致
す
る
時
に
止
る
」
と
い
う（

（（（
（

。
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デ
ル
ン
ブ
ル
ク
は
い
う
。「
問
題
は
、
い
か
な
る
法
律
効
果
が
意
思
の
所
産
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
」
る
。
そ
れ
は
、「
あ
る
法
律

関
係
の
発
生
、
消
滅
、
変
更
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
は
相
続
人
と
な
ろ
う
と
欲
し
、
相
続
人
と
な
る
。
私
は
売
買
契
約
を
締
結
し
、

買
主
と
な
り
売
主
と
な
る
。
意
思
と
そ
の
法
律
効
果
と
の
相
互
関
係
は
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。」
し
か
し
、「
一
度
生
じ
た
法
律
関
係
が
如

何
な
る
効
果
を
有
す
る
か
ま
た
は
ど
の
範
囲
で
効
果
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
表
示
者
の
意
思
の
み
が
こ
れ
を
決
定
し
得
る
も
の
で
は

な
い
。
こ
の
こ
と
は
む
し
ろ
、
行
為
者
の
意
思
を
お
そ
ら
く
一
定
の
段
階
ま
で
顧
慮
す
る
法
秩
序
が
規
範
化
し
て
い
る
、
し
か
し
い
ず
れ

に
し
ろ
こ
れ
以
上
に
は
意
思
に
決
定
さ
せ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
が
相
続
人
と
な
っ
た
場
合
、
彼
は
、
法
秩
序
に
よ
っ
て
生
ず
る
権
利
と

義
務
を
有
す
る
が
、
自
身
が
夢
み
た
（erträum

te

）
効
果
は
有
し
な
い
。」（

（（（
（

（
三
）　

行
為
の
要
素
、
偶
素
、
常
素
と
の
関
連

こ
れ
に
更
に
関
連
す
る
の
は
、
行
為
の
要
素
、
偶
素
、
常
素
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
は
、「
法
律
行
為
の
効
果
は
、
法
律
行

為
に
お
い
て
表
示
さ
れ
た
意
思
の
内
容
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
」
と
し
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
法
律
効
果
を
決
定
す
る
本
質
的
意
思
（
本
質

的
諸
決
定
）
を
「
行
為
の
要
素
」、
非
本
質
的
意
思
（
非
本
質
的
諸
決
定
）
を
「
行
為
の
偶
素
」、
本
質
を
構
成
し
な
い
が
法
律
が
そ
れ
に
結

び
つ
け
た
法
律
効
果
を
「
行
為
の
常
素
」
と
し
た（

（（（
（

。
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
は
、「
法
律
行
為
の
構
成
要
素
」
と
し
て
、
行
為
の
本
質
的
要
素
を

「
行
為
の
要
素
」、
行
為
の
性
質
お
よ
び
効
果
で
あ
り
当
事
者
に
よ
り
排
除
可
能
な
も
の
を
「
行
為
の
常
素
」、
個
々
の
場
合
に
個
別
的
に

付
加
さ
れ
る
決
定
を
、「
行
為
の
偶
素
」
と
し
た（

（（（
（

。

こ
の
行
為
の
三
要
素
に
つ
い
て
、
法
律
と
し
て
の
法
律
行
為
の
観
点
か
ら
、
フ
ル
ー
メ
は
次
の
よ
う
に
現
代
的
意
義
を
述
べ
る
。
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「
中
世
以
来
一
般
に
、
行
為
の
要
素
、
行
為
の
常
素
お
よ
び
行
為
の
偶
素
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
分
類
は
、
た
び
た

び
疑
わ
し
い
と
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
分
類
は
、
こ
れ
がRegelung

と
し
て
の
法
律
行
為
に
関
係
す
る
場
合

は
、
有
意
義
で
あ
る
。

行
為
の
要
素
の
場
合
に
問
題
と
な
る
の
は
、
い
か
な
る
対
象
に
法
律
行
為
上
のRegelung

が
存
在
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
、
そ
れ

に
関
し
て
法
秩
序
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
法
律
行
為
類
型
の
一
つ
が
存
在
す
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
質
権
設
定
の
要
素
は
、
質
物

の
担
保
権
と
満
足
権
の
設
定
に
つ
い
て
の
合
意
で
あ
る
。

行
為
の
常
素
は
、
法
律
行
為
上
のRegelung

の
た
め
に
補
充
さ
れ
る
、
法
秩
序
のRegelung

で
あ
る
。
質
権
設
定
の
場
合
は
、

そ
れ
は
質
権
設
定
者
と
質
権
者
の
権
利
義
務
に
関
す
る
諸
規
定
で
あ
る
。
売
買
の
場
合
は
、
例
え
ば
、
民
法
上
の
危
険
移
転
規
律
が

行
為
の
常
素
で
あ
る
。

最
後
に
、
行
為
の
偶
素
は
、
法
秩
序
に
よ
り
定
め
ら
た
れ
法
律
行
為
類
型
の
本
質
─
─
売
買
の
場
合
の
商
品
と
代
金
に
つ
い
て
の

合
意
─
─
を
構
成
せ
ず
、法
秩
序
に
よ
り
規
律
さ
れ
た
行
為
類
型
の
合
意
の
場
合
に
、追
加
的
に
、と
り
わ
け
制
定
法
上
のRegelung

を
変
更
す
る
規
律
が
な
さ
れ
る
合
意
で
あ
る
。
例
え
ば
、
売
買
契
約
の
場
合
は
、
契
約
当
事
者
が
危
険
移
転
に
つ
い
て
民
法
上
の
規

定
と
異
な
っ
て
規
律
し
た
と
き
に
行
為
の
偶
素
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
行
為
の
偶
素
は
、
と
り
わ
け
条
件
お
よ
び
期
限
の
合
意
で

あ
る
。

行
為
の
要
素
お
よ
び
行
為
の
偶
素
は
同
一
レ
ベ
ル
で
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
法
律
行
為
の
行
為
に
よ
り
発
生
す
る
よ
う
に
、
法

律
行
為
上
のRegelung

の
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
行
為
の
常
素
は
、
行
為
と
し
て
の
法
律
行
為
に
よ
っ
て
す
る
必
要
は
な

い
。
そ
れ
は
、
彼
の
代
理
人
が
行
為
の
常
素
を
も
法
律
行
為
上
の
行
為
者
の
意
思
、
し
か
も
法
律
行
為
上
の
行
為
と
関
係
づ
け
た
場
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合
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
意
思
理
論
の
過
ち
（V

erirrung

）
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
場
合
、『
た
と
え
当
事
者
の
現
実

の
（
意
図
し
た
）
意
思
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
真
の
意
思
を
妥
当
さ
せ
る
た
め
に
、
当
事
者
自
身
が
述
べ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
の
み

を
述
べ
る
場
合
、
当
事
者
が
ま
さ
に
こ
の
場
合
に
そ
の
確
定
の
領
域
に
取
り
込
む
場
合
、
法
が
か
の
行
為
の
常
素
を
整
え
る
』（

（（（
（

こ
と

を
意
味
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
対
し
て
、
行
為
の
常
素
の
場
合
に
は
、
法
律
行
為
的
形
成
を
顧
慮
し
て
、
す
な
わ
ち
行
為
の
当

事
者
の
潜
在
的
（virtuelle

）
意
思
で
は
な
く
、
法
律
行
為
の
目
下
の
（aktuelle

）Regelung

を
顧
慮
し
て
、
法
的
評
価
に
も
と
づ

く
制
定
法
上
のRegelung

が
問
題
と
な
る
。

こ
れ
に
も
と
づ
き
、
法
律
行
為
の
法
的
評
価
の
場
合
は
、
常
に
先
ず
、
い
か
な
るRegelung

が
法
律
行
為
の
対
象
で
あ
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
意
思
と
表
示
が
一
致
す
る
正
常
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
法
律
行
為
の
行
為
者
は
行
為
に

よ
り
い
か
な
るRegelung

を
妥
当
さ
せ
よ
う
と
意
欲
し
た
の
か
、
を
意
味
す
る
。Regelung

の
内
容
が
把
握
さ
れ
る
場
合
、
そ

の
行
為
は
法
秩
序
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
い
か
な
る
法
律
行
為
類
型
に
対
応
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
後
に
、
制
定
法
上
の
諸
規
定
が
こ
の
法
律
行
為
類
型
の
実
行
（V

ornahm
e

）
に
対
し
て
充
足
さ
れ
る
の
か
、
例
え
ば
場
合
に
よ
っ

て
は
方
式
規
定
、
さ
ら
に
、
法
律
行
為
上
の
行
為
の
一
般
的
要
件
、
例
え
ば
行
為
能
力
が
存
在
す
る
の
か
、
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。

法
秩
序
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
い
か
な
る
法
律
行
為
類
型
が
存
在
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
の
検
討
の
場
合
に
は
、
既
に
行
為
の
偶

素
と
行
為
の
常
素
と
の
分
離
が
生
じ
る
。
そ
れ
の
つ
ぎ
に
、
法
律
行
為
上
のRegelung

に
つ
い
て
い
か
な
る
範
囲
で
制
定
法
上
の

Regelung

が
行
為
の
常
素
に
歩
み
寄
る
の
か
（hintreten

）、
と
り
わ
け
行
為
の
偶
素
は
い
か
な
る
範
囲
で
妥
当
し
な
い
の
か
と
い

う
こ
と
が
確
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
を
強
制
す
る
規
定
は
行
為
の
常
素
と
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
場
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合
、
個
々
具
体
的
な
行
為
類
型
に
関
し
て
存
在
す
る
よ
う
な
制
定
法
上
のRegelung

の
み
な
ら
ず
一
般
諸
規
定
も
ま
た
行
為
の
常

素
に
属
す
る
。
例
え
ば
売
買
に
お
け
る
行
為
の
常
素
は
、
第
四
三
三
条
以
下
の
諸
規
定
の
み
な
ら
ず
、
例
え
ば
債
務
法
総
則
の
諸
規

定
、
例
え
ば
第
二
七
五
条
ま
た
は
第
三
二
三
条
以
下
の
諸
規
定
も
そ
う
で
あ
る
。

行
為
の
要
素
お
よ
び
偶
素
は
私
的
自
治
の
形
成
に
関
係
し
、
行
為
の
常
素
は
制
定
法
上
のRegelung

に
関
係
す
る
。
三
分
類
に

よ
り
一
目
瞭
然
に
、
法
律
行
為
上
の
形
成
は
ど
の
よ
う
に
法
秩
序
と
法
律
関
係
が
密
接
に
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
か
（verw

eben

）
と

い
う
こ
と
が
象
徴
化
さ
れ
る
（versinnbildlichen

）。」

六　

代
理
の
構
造
─
─A

kt
（
行
為
）
とRegelung

（
法
律
）

最
後
に
、
本
章
の
冒
頭
に
述
べ
た
、「
法
律
行
為
」
文
言
の
二
義
性
の
具
体
的
有
用
性
の
問
題
と
し
て
探
究
さ
れ
て
い
る
代
理
の
構
造

と
の
関
係
に
関
す
る
議
論
に
言
及
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
引
用
し
た
文
献
に
よ
り
既
に

精
緻
な
議
論
と
法
的
構
成
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、
要
点
に
つ
い
て
の
み
言
及
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

（
一
）　

代
理
の
構
造

行
為
と
し
て
の
法
律
行
為
と
法
律
と
し
て
の
法
律
行
為
は
、
本
人
が
契
約
な
ど
の
法
律
行
為
を
行
う
場
合
に
は
一
致
し
て
い
る
。
し
か

し
、
代
理
人
が
介
入
す
る
と
、
両
者
は
分
離
す
る
。
代
理
に
お
い
て
は
、「
代
理
人
が
そ
の
権
限
内
に
お
い
て
本
人
の
た
め
に
す
る
こ
と

を
示
し
て
し
た
意
思
表
示
は
、
本
人
に
対
し
て
直
接
に
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。」（
民
法
第
九
九
条
）。
他
方
、「
意
思
表
示
の
効
力
が
意
思

の
不
存
在
、
詐
欺
、
強
迫
又
は
あ
る
事
情
を
知
っ
て
い
た
こ
と
若
し
く
は
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
過
失
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
影
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響
を
受
け
る
べ
き
場
合
に
は
、
そ
の
事
実
の
有
無
は
、
代
理
人
に
つ
い
て
決
す
る
も
の
と
す
る
。」（
同
第
一
〇
一
条
）。

例
え
ば
、
Ａ
が
自
己
所
有
の
土
地
を
代
理
人
Ｂ
を
介
し
て
Ｃ
に
一
〇
〇
〇
万
円
で
売
っ
た
場
合
、
こ
の
売
買
契
約
か
ら
生
じ
る
法
律

効
果
、
す
な
わ
ちRegelung

（
法
律
）
と
し
て
の
法
律
行
為
は
Ａ
Ｃ
間
（
本
人
相
手
方
間
）
に
成
立
し
、
そ
の
主
要
な
内
容
（essentialia 

negotii

）
は
同
第
五
五
五
条
で
あ
り
、
そ
れ
は
Ａ
が
物
の
所
有
権
を
移
転
す
る
義
務
を
負
い
（
Ｃ
は
そ
の
権
利
）、
Ｃ
は
代
金
支
払
い
の
義

務
を
負
う
（
Ａ
は
そ
の
権
利
）、
す
な
わ
ち
Ａ
と
Ｃ
と
の
間
に
こ
れ
ら
の
権
利
義
務
関
係
を
含
む
法
律
関
係
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
同
第
一
〇
一
条
第
一
項
は
、A

kt

（
行
為
）
と
し
て
の
法
律
行
為
を
規
定
し
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
解
る
よ
う
に
、
代
理
に
お
い
て
は
、
契
約
締
結
は
代
理
人
Ｂ
と
相
手
方
Ｃ
と
の
間
で
行
わ
れ
（
法
律
要
件
た
る
行
為
と
し

て
の
法
律
行
為
）、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
法
律
効
果
＝
法
律
関
係
は
、
本
人
Ａ
と
相
手
方
Ｃ
と
の
間
に
生
ず
る
（Regelung

と
し
て
の
法
律

行
為
）。

（
二
）　

奥
田
説

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
奥
田
説
は
、
日
本
に
お
け
る
最
も
代
表
的
な
教
科
書
（
四
宮
＝
能
見
、
加
藤
（
雅
）、
河
上
）（

（（（
（

に
お
い
て
、
代
理
人

Ｂ
と
相
手
方
Ｃ
と
の
間
で
契
約
締
結
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
る
と
、
本
人
Ａ
と
相
手
方
Ｃ
と
の
間
に
売
買
契
約
が
成
立
す
る
と
い
う
記
述

を
踏
ま
え
、「
概
念
・
用
語
の
混
乱
回
避
の
必
要
性
」
を
考
慮
し
、
か
つ
、
意
思
表
示
な
い
し
法
律
行
為
の
瑕
疵
を
理
由
と
す
る
無
効
・

取
消
の
対
象
と
解
除
の
対
象
と
を
分
け
て
理
解
す
る
道
を
拓
く
意
義
か
ら
、
法
律
要
件
─
法
律
効
果
の
結
合
を
三
段
階
に
分
け
て
捉
え
る

こ
と
を
提
唱
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
①
Ｂ
─
Ｃ
間
で
締
結
さ
れ
た
契
約
締
結
行
為
、
②
Ｂ
─
Ｃ
間
で
締
結
さ
れ
た
「
契
約
」＝「
規
範
と
し
て
の
契
約
」、 



七
九

「
法
律
行
為
」
文
言
の
確
立
と
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
（
三
・
完
）（
原
田
）

③
Ｂ
─
Ｃ
間
で
締
結
さ
れ
た
契
約
に
も
と
づ
い
て
生
じ
た
法
律
効
果
＝
当
事
者
と
し
て
の
地
位
お
よ
び
権
利
義
務
関
係
「
規
範
と
し
て
の

契
約
」、
に
分
け
、
②
の
「
規
範
と
し
て
の
契
約
」
は
、
Ｂ
─
Ｃ
間
の
手
を
離
れ
、
Ａ
─
Ｃ
間
に
お
い
て
成
立
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
と

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
規
範
と
し
て
の
契
約
」
が
Ａ
─
Ｃ
間
に
権
利
義
務
関
係
を
発
生
さ
せ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（（（
（

。

（
三
）　

フ
ル
ー
メ

奥
田
説
に
対
し
て
は
、
そ
も
そ
も
上
記
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
民
法
学
の
到
達
点
を
踏
ま
え
ら
れ
て
の
提
唱
で
あ
り
、
か
つ
、
熟

読
玩
味
さ
れ
奥
深
い
認
識
に
も
と
づ
か
れ
る
フ
ル
ー
メ
を
こ
こ
に
援
用
す
る
こ
と
に
は
、
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
い
。
こ
の
こ
と
を
承
知
で

敢
え
て
、
本
稿
に
お
い
て
、
以
下
、
改
め
て
フ
ル
ー
メ
を
援
用
し
て
お
き
た
い
。
周
知
の
如
く
、
本
稿
に
お
け
る
「
法
律
行
為
」
概
念
論

に
お
け
る
問
題
意
識
の
重
要
な
一
つ
が
、「
法
律
行
為
」
の
二
つ
の
意
味
で
あ
り
、
こ
れ
が
フ
ル
ー
メ
に
よ
り
自
覚
化
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
フ
ル
ー
メ
は
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
が
代
理
の
理
解
に
も
資
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る（

（（（
（

。

「
一
般
に
、
法
律
行
為
的
行
為
を
、
こ
の
行
為
の
結
果
と
し
て
の
法
律
行
為
、Regelung

と
し
て
の
法
律
行
為
と
分
離
す
る
場
合
、

代
理
の
本
質
に
つ
い
て
以
下
の
こ
と
が
生
じ
る
。

私
的
自
治
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
特
定
の
個
人
は
─
─
通
常
、
他
人
と
の
共
同
作
業
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
契
約
に
よ
り
─
─
自
己

決
定
に
お
い
てRegelung

を
作
り
出
し
、
こ
れ
に
よ
り
法
律
関
係
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
法
秩
序
が
一
般
に
代
理
を
承

認
す
る
場
合
、
そ
の
個
人
は
自
己
決
定
に
お
い
て
、
あ
る
他
人
に
も
彼
に
つ
い
て
、
法
律
的
に
妥
当
す
る
一
つ
の
規
律
を
作
り
出
す

権
限
を
与
え
（autorisieren

）
得
る
こ
と
と
異
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
代
理
は
私
的
自
治
の
原
則
と
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、



八
〇

逆
に
私
的
自
治
の
原
則
の
首
尾
一
貫
し
た
（konsequente

）
貫
徹
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
、
本
人
の
自
己
決
定
に
よ
っ

て
権
限
が
与
え
ら
れ
る
代
理
、
す
な
わ
ち
代
理
権
が
法
律
行
為
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
る
場
合
に
の
み
妥
当
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
法

定
代
理
の
事
柄
ま
た
は
職
務
代
理
の
場
合
に
は
私
的
自
治
の
事
柄
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
む
し
ろ
代
理
が
生
じ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
場
合
、
本
人
は
自
己
決
定
を
す
る
状
態
に
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
法
定
代
理
ま
た
は
職
務
代

理
に
よ
っ
て
も
私
的
自
治
の
原
則
は
侵
害
さ
れ
な
い
。

代
理
人
は
、
能
働
（
動
）
代
理
の
場
合
に
は
法
律
行
為
上
の
行
為
者
で
あ
り
、
受
働
（
動
）
代
理
の
場
合
に
は
法
律
行
為
上
の
行

為
が
な
さ
れ
た
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
行
為
の
結
果
と
し
て
の
法
律
行
為
は
、
本
人
のRegelung

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
代

理
人
は
本
人
の
た
め
に
行
為
し
、
こ
の
た
め
に
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
代
理
人
が
他
人
の
名
で
か
つ
代
理

権
に
よ
っ
て
売
買
契
約
を
締
結
す
る
場
合
、
確
か
に
代
理
人
が
法
律
行
為
上
の
行
為
者
で
あ
る
が
、
法
律
行
為
上
の
行
為
の
結
果

と
し
て
の
売
買
契
約
、Regelung

と
し
て
の
売
買
契
約
は
、
代
理
人
の
売
買
契
約
で
は
な
く
、
本
人
の
売
買
契
約
で
あ
る
。
代
理

人
で
は
な
く
本
人
が
買
主
で
あ
る
か
ま
た
は
売
主
で
あ
る
。
正
当
に
も
一
般
に
、
本
人
は
行
為
の
主
（dom

inus negotii

）（
（（（
（

で
あ
る
、

と
言
わ
れ
た
。
こ
の
見
地
に
お
い
て
は
、
一
九
世
紀
の
い
わ
ゆ
る
代
表
理
論
と
は
反
対
に
擬
制
の
余
地
は
な
い
。
代
理
人
が
、
彼
が

作
り
出
し
たRegelung

が
本
人
の
た
め
に
生
ず
る
こ
と
を
表
明
す
る
場
合
、
し
か
も
、
彼
が
本
人
の
た
め
に
規
範
を
作
り
出
す
権

限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
、
代
理
人
の
行
為
お
よ
び
権
限
が
妥
当
す
る
場
合
、
規
範
た
り
得
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
は
本
人
の

Regelung

で
あ
り
、
ま
た
代
理
人
に
で
は
な
く
本
人
に
つ
い
て
の
み
妥
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。

理
由
書
は
、
代
理
を
“
意
思
に
お
け
る
代
理
”
と
理
解
し
、
こ
ん
に
ち
も
学
説
お
よ
び
判
例
に
お
い
て
な
お
し
ば
し
ば
“
意
思
に

お
け
る
代
理
”
に
言
及
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
九
世
紀
の
意
思
理
論
と
関
係
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、“
意
思
に
お
け
る
代



八
一

「
法
律
行
為
」
文
言
の
確
立
と
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
（
三
・
完
）（
原
田
）

理
”
は
神
秘
的
傾
向
（M

ystizim
us

）
で
あ
る
。
代
理
は
“
意
思
に
お
け
る
代
理
”
で
は
な
く
、
法
律
行
為
の
遂
行
（V

ollzug

）
に

お
け
る
代
理
で
あ
る
。
代
理
は
法
律
行
為
を
遂
行
す
る
、
す
な
わ
ち
代
理
は
み
ず
か
ら
法
律
行
為
の
構
成
要
件
を
実
現
す
る
。
例

え
ば
代
理
人
が
契
約
を
締
結
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
締
結
さ
れ
た
構
成
要
件
と
し
て
の
法
律
行
為
は
、
代
理
人
で
は
な
く
本
人
の

Regelung
で
あ
る
。」（

（（（
（

本
稿
の
到
達
点
か
ら
す
れ
ば
、
奥
田
説
に
お
い
て
は
、Regelung

と
し
て
の
法
律
行
為
（
契
約
）
が
二
度
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
種
々
の
考
慮
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
も
、
や
は
り
屋
上
屋
を
架
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
代
理
人
に
よ
る
契
約
締
結
行
為
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
法
律
関
係
は
誰
の
意
思
に
も
と
づ
く
も
の
か
、
と
い

う
本
稿
の
観
点
を
も
加
味
し
、
よ
り
厳
密
に
言
え
ば
、
②
Ｂ
─
Ｃ
間
で
締
結
さ
れ
た
「
契
約
」＝「
規
範
と
し
て
の
契
約
」
の
段
階
に
お
い

て
既
に
、
Ａ
─
Ｃ
間
に
法
律
効
果
＝
地
位
を
含
め
た
法
律
関
係
（Regelung

）
が
発
生
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

結
び
に
代
え
て　

要
約
と
課
題

本
稿
は
、
民
法
の
根
本
原
則
で
あ
る
私
的
自
治
原
則
の
実
現
手
段
で
あ
る
「
法
律
行
為
」
に
つ
い
て
、
そ
の
文
言
が
、
ド
イ
ツ
民
法
第

一
草
案
に
お
け
るRechtsgeschäft

の
訳
語
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
法
律
行
為
」
文
言
に
つ
い
て
は
、
立
法
過
程
に
お
い

て
は
「
法
律
上
ノ
行
為
」
か
ら
変
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
そ
の
変
更
の
経
緯
が
未
解
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
点

を
、
法
典
調
査
会
の
議
論
を
精
査
し
、
解
明
し
た
（
第
一
章
）。
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二

つ
ぎ
に
、
こ
の
解
明
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、「
法
律
行
為
」
が
単
な
る
訳
語
の
問
題
を
超
え
、
起
草
者
が
「
法
律
行
為
」
文
言
に
込
め

た
意
義
を
法
典
調
査
会
の
議
論
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
法
律
行
為
」
概
念
に
お
け
る
立
法
者
意
思
の
内
容
を
解
明
し
た
。

ま
た
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
立
法
直
後
に
お
け
る
起
草
者
の
文
献
を
参
照
し
、
立
法
者
意
思
の
内
容
を
よ
り
深
く
推
測
せ
し
め
て
い

る
。
さ
ら
に
、
起
草
者
が
当
時
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、
ド
イ
ツ
の
代
表
的
学
説
で
あ
る
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
と
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
に
つ

い
て
、
法
律
行
為
概
念
に
関
連
す
る
内
容
を
紹
介
し
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
立
法
者
意
思
に
対
す
る
誤
解
を
解
き
、
ま
た
現
在
的
な
問

題
へ
の
関
連
づ
け
と
課
題
の
発
見
を
行
っ
た
（
第
二
章
）。

最
後
に
、
以
上
を
踏
ま
え
、「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
を
確
認
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
律
行
為
を
以
て
、
こ
れ
ま
で
前

提
と
さ
れ
て
き
たA

kt

（
行
為
）
と
し
て
の
「
法
律
行
為
」
の
み
な
ら
ず
、
こ
のA

kt

と
し
て
の
法
律
行
為
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
、
法
律

上
の
地
位
を
含
む
「
法
律
関
係
」
を
設
定
す
る
と
い
う
意
味
に
お
け
る
「Regelung

（
法
律
）
と
し
て
の
法
律
行
為
」
の
民
法
学
上
の
有

意
性
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、Regelung
の
内
実
を
、
と
く
に
意
思
と
法
律
と
の
関
係
を
意
識
し
つ
つ
検
討
し
た
（
第
三
章
）。

「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
で
検
討
し
た
諸
項
目
、
と
り
わ
け
、「
法
律
効
果
の
意
味
」、「
法
律
関
係
と
意
思
と
の
関
係
」
を
よ

り
深
め
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
を
閉
じ
る
。

（
60
）Bernhard W

indscheid, Lehrbuch des Pandectenrechts, Erster Band.  

以
下
で
は
、
版
と
頁
の
み
を
示
す
。

（
61
）H
einrich D

ernburg, Pandekten, Erster Band, 1884.

（
62
）W

indscheid, 3. A
ufl., a.a.O

., S. 154.

（
63
）W

indscheid, 3. A
ufl., a.a.O

., S. 158. Rechtsgeschäft ist die Privatw
illenserklärung des Inhalts, dass ein Recht entstehen, 

untergehen, order eine V
eränderung erleiden solle.
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三

「
法
律
行
為
」
文
言
の
確
立
と
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
（
三
・
完
）（
原
田
）

（
64
）W

indscheid, 4. A
ufl., a.a.O

., S. 174. Rechtsgeschäft ist die auf die Entstehung,den U
ntergang order die V

eränderung von 
Rechten gerichtete Privatw

illenserklärung.
（
65
）W

indscheid, 6. A
ufl., a.a.O

., S. 186., 9 A
ufl., a.a.O

., S. 310. Rechtsgeschäft ist eine auf die H
ervorbringung einer rechtlichen 

W
irkung gerichtete Privatw

illenserklärung.

（
66
）W

indscheid, 3. A
ufl., a.a.O

., S. 87., 4. A
ufl., a.a.O

., S. 92., 6. A
ufl., a.a.O

., S. 98., 9. A
ufl., a.a.O

., S. 165.  

な
お
、
第
九
版
で
は
、
目

次
に
お
い
て
、「
第
37
ａ
節　

法
律
関
係
。
法
律
制
度
」
が
追
加
さ
れ
、
本
文
の
記
述
が
こ
れ
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
第
八
版
が
ド
イ
ツ

民
法
制
定
後
の
初
め
て
の
改
定
版
で
あ
る
か
ら
こ
の
版
も
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
時
点
で
は
未
読
で
あ
る
。

（
67
）W

indscheid, 6. A
ufl., a.a.O

., S. 186ff.

（
68
）W

indscheid, 9. A
ufl., a.a.O

., S. 310ff.

（
69
）
こ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
注（
76
）を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
70
）W

indscheid, 3. A
ufl., a.a.O

., S. 159.

（
71
）
原
注
4
に
お
い
て
、
契
約
が
債
務
法
に
の
み
適
用
さ
れ
る
と
す
る
の
が
、「
か
つ
て
の
支
配
的
見
解
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
異
な
っ
た
種
類

の
義
務
（V

erbindlichkeit

）
が
区
別
さ
れ
ず
、V

erbindlichkeit

とobligatio

が
同
一
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
。

（
72
）W

indscheid, 3. A
ufl., a.a.O

., 207f., 6. A
ufl., a.a.O

., S. 260.

（
73
）W

indscheid, 3. A
ufl., a.a.O

., S. 210., 6. A
ulf., a.a.O

., S. 263.

（
74
）W

indscheid, 3. A
ufl., a.a.O

., S. 210., 6. A
ulf., a.a.O

., S. 263f.

（
75
）D

ernburg, a.a.O
., S. 88ff.

（
76
）
「
法
律
関
係
」
概
念
に
つ
き
、
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
が
遡
る
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
「
法
律
関
係
」
概
念
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
補
足
し
て
お
こ
う
（Savigny, 

System
 des heutigen Röm

ischen Rechts, Erster Band, 1840, S. 7f., 331ff. （332f.

）.（
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
第
一
巻
』
一

八
四
〇
年
））。
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
第
一
巻
』
は
、「
第
一
編　

現
代
ロ
ー
マ
法
の
法
源　

第
一
章　

本
書
の
課
題　

第
二
章

　

法
源
の
一
般
的
性
質　

第
三
章　

現
代
ロ
ー
マ
法
の
法
源　

第
四
章　

法
律
の
解
釈　

第
二
編　

法
律
関
係　

第
一
章　

法
律
関
係
の
本
質
と

種
類
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、「
法
律
関
係
」
概
念
が
最
初
に
登
場
す
る
の
は
、
第
一
編
第
二
章　
「
法
源
の
一
般
的
性
質
」
の
冒
頭

で
あ
る
（
ち
な
み
に
、
本
章
は
、「
法
律
関
係
」、「
法
律
制
度
」、「
法
源
の
概
念
」、「
法
の
一
般
的
成
立
」、「
民
族
」、「
国
家
、
国
法
、
私
法
、
公
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法
」、「
国
家
に
関
す
る
異
な
っ
た
見
解
」、「
国
際
法
」、「
慣
習
法
」、「
立
法
」、「
学
問
法
」、「
法
源
の
相
互
の
関
連
」、「
絶
対
法
と
媒
介
法
、
原

則
法
と
例
外
法
」、
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。）。
ま
ず
、
こ
の
冒
頭
の
「
法
律
関
係
」
の
な
か
で
、「
法
律
関
係
」
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

（
以
下
の
訳
は
、
小
橋
一
郎
『
サ
ヴ
ィ
ニ
ー　

現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
第
一
巻
』（
成
文
堂
、
一
九
九
八
年
）
三
六
─
三
七
頁
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。）。「
我
々
は
現
代
ロ
ー
マ
法
に
つ
い
て
そ
の
基
礎
を
そ
れ
に
属
す
る
法
源
の
な
か
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
が
首
尾
よ

く
行
わ
れ
う
る
た
め
に
は
、
法
源
一
般
の
性
質
に
関
す
る
一
般
的
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
／
実
生
活
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
面
で
我
々
を
取
り
囲

み
貫
い
て
い
る
よ
う
な
法
律
状
態
を
観
察
す
る
場
合
、
そ
こ
に
は
ま
ず
個
々
人
に
帰
属
す
る
力
が
現
れ
る
。
そ
れ
は
、
彼
の
意
思
が
支
配
し
、
し

か
も
我
々
の
賛
同
を
も
っ
て
支
配
す
る
一
つ
の
領
域
で
あ
る
。
こ
の
力
を
我
々
は
こ
の
人
の
権
利
と
呼
び
、
こ
れ
は
権
限
と
同
義
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
そ
れ
を
主
観
的
意
味
に
お
け
る
権
利
と
呼
ぶ
人
も
少
な
く
な
い
。
か
か
る
権
利
は
、
と
り
わ
け
、
そ
れ
が
疑
わ
れ
ま
た
は
争
わ
れ
、
そ
し
て
、

今
や
そ
の
存
在
と
範
囲
が
裁
判
の
判
決
に
よ
り
承
認
さ
れ
る
場
合
に
目
に
見
え
る
姿
で
現
れ
る
。
し
か
し
、
よ
り
正
確
な
観
察
は
我
々
に
次
の
こ

と
を
確
信
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
判
決
と
い
う
論
理
形
式
は
、
た
だ
偶
然
の
必
要
性
に
よ
っ
て
の
み
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も

事
柄
の
本
質
を
汲
み
尽
く
す
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
よ
り
深
い
基
礎
を
必
要
と
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
。
さ
て
、
我
々
は
こ
の
こ
と
を

法
律
関
係
の
な
か
に
見
い
だ
す
の
で
あ
り
、
そ
の
な
か
の
各
々
の
個
別
の
権
利
は
、
た
だ
一
つ
の
特
別
の
、
抽
象
に
よ
り
析
出
さ
れ
た
側
面
を
意

味
す
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
結
果
、
個
々
の
権
利
に
つ
い
て
の
判
決
で
さ
え
、
そ
れ
が
法
律
関
係
の
全
体
的
直
観
（G

　
　
マ
 
 
 
マ

esam
m

tanschauung

）
を

出
発
点
と
し
て
い
る
限
り
で
の
み
真
実
で
あ
り
得
、
説
得
力
が
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
法
律
関
係
は
、
有
機
的
性
質
を
有
し
て
お
り
、
し
か
も
こ

の
性
質
は
、
一
部
は
そ
の
相
互
に
支
え
合
い
そ
し
て
依
存
し
あ
う
構
成
部
分
の
関
係
に
お
い
て
現
れ
、
一
部
は
我
々
が
法
律
関
係
の
発
生
と
消
滅

と
い
う
仕
方
に
お
い
て
認
め
る
前
進
的
な
展
開
に
お
い
て
現
れ
る
。
個
々
の
所
与
の
場
合
に
お
け
る
、
法
律
関
係
の
生
き
生
き
と
し
た
構
造
は
、

法
実
務
（juristische Praxis

）
の
精
神
的
要
素
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
れ
が
法
実
務
の
高
貴
な
使
命
を
、
専
門
知
識
の
な
い
非
常
に
多
く
の

人
々
が
そ
こ
に
見
て
い
る
単
な
る
機
械
論
と
区
別
し
て
い
る
の
で
あ
る
。《
以
下
略
》」。
つ
ぎ
に
、「
第
二
編　

法
律
関
係　

第
一
章　

法
律
関
係

の
本
質
と
種
類
」（
三
三
一
頁
）
の
う
ち
、
本
稿
に
関
連
し
て
要
点
と
思
わ
れ
る
箇
所
（
三
三
三
─
三
三
四
頁
）
を
引
用
し
て
お
こ
う
。「
い
ま
得

ら
れ
た
観
点
か
ら
、
我
々
に
と
っ
て
は
、
各
々
個
別
の
法
律
関
係
は
、
あ
る
法
規
（Rechtsregel

）
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
人
と
人
と
の
間
の
あ

る
関
係
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
法
規
に
よ
る
こ
の
規
定
は
、
個
人
の
意
思
に
一
つ
の
領
域
が
割
り
当
て
ら
れ
、
そ
こ
に
お
い
て
は
個
人
の

意
思
は
各
々
の
他
の
意
思
に
左
右
さ
れ
な
い
で
支
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
の
う
ち
に
存
す
る
。
／
し
た
が
っ
て
、
全
て
の
法
律
関

係
に
お
い
て
は
二
つ
の
部
分
が
区
別
さ
れ
得
る
。
第
一
に
、
実
質
（Stoff

）
す
な
わ
ち
人
と
人
と
の
間
の
関
係
自
体
、
第
二
に
、
こ
の
実
質
の
法
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「
法
律
行
為
」
文
言
の
確
立
と
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
（
三
・
完
）（
原
田
）

的
決
定
（rechtliche Bestim

m
ung

）
で
あ
る
。
第
一
の
部
分
を
我
々
は
法
律
関
係
の
実
質
的
要
素
（m

aterielle Elem
ent

）
ま
た
は
法
律
関

係
に
お
け
る
純
然
た
る
（blosse

）
事
実
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
、
第
二
の
部
分
を
法
律
関
係
の
形
式
的
要
素
す
な
わ
ち
事
実
関
係
を
法
的
関
係
に

高
め
る
要
素
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
／
し
か
し
、
人
間
の
人
間
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
関
係
は
、
法
的
規
律
（Rechtsregeln

）
に
よ
る
か
か
る

決
定
に
影
響
を
受
け
や
す
く
（em

pfänglich

）
し
か
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
関
係
の
全
て
が
法
的
領
域
に
属
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
こ
の
点
で
三
つ
の
場
合
に
区
別
さ
れ
得
る
。
完
全
に
法
的
領
域
に
属
す
る
人
間
関
係
、
全
く
法
的
領
域
に
属
さ
な
い
人
間
関
係
、
一
部
の
み

法
的
領
域
に
属
す
る
か
ま
た
は
法
的
規
律
に
よ
り
支
配
さ
れ
る
人
間
関
係
で
あ
る
。
例
と
し
て
、
所
有
権
が
第
一
の
グ
ル
ー
プ
に
妥
当
し
、
友
人

関
係
が
第
二
の
グ
ル
ー
プ
に
、
婚
姻
が
一
部
は
第
三
の
グ
ル
ー
プ
に
妥
当
す
る
、
婚
姻
は
一
部
が
法
的
領
域
に
含
ま
れ
る
が
、
一
部
は
法
的
領
域

の
対
象
外
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
／§

53

．
法
律
関
係
の
種
類
／
法
律
関
係
の
本
質
は
、
個
人
の
意
思
の
独
立
的
支
配
の
領
域
と
し
て
決
定
さ
れ

た
（§

52

）。《
以
下
略
》」

（
77
）D

ernburg, a.a.O
., S. 207ff.

（
78
）
原
注
：
法
律
行
為
に
関
す
る
種
々
の
定
義
は
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
第
1
巻
69
節
注
1
を
参
照
せ
よ
。

（
79
）D

ernburg, a.a.O
., S. 211.

（
80
）D

ernburg, a.a.O
., S. 211ff.

（
81
）D

ernburg, a.a.O
., S. 208f.  

な
お
、
本
文
の
第
一
段
落
（
三
行
）
は
、
第
五
版
（
一
八
九
六
年
）
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。

「
私
人
の
意
思
が
法
律
行
為
を
決
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
時
的
な
気
分
（Laune

）、
随
意
（W

illkür

）、
我
意
（Eigensinn

）
が
支
配
す

べ
き
こ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
か
か
る
こ
と
は
私
法
に
お
い
て
は
例
外
的
に
の
み
役
割
を
演
じ
る
。
と
い
う
の
は
、
法
律
行
為
的
な
意
思
は
、

通
常
は
経
済
的
必
要
性
お
よ
び
生
活
関
係
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
、
関
連
す
る
全
て
の
要
素
、
と
り
わ
け
給
付
と
反
対
給
付
と
の
関
係
、
お
よ
び
、

自
身
の
給
付
能
力
の
程
度
に
信
頼
を
お
く
か
ら
で
あ
る
。
強
力
な
調
整
装
置
（Regulator

）
は
行
為
者
の
利
益
で
あ
る
。」

（
82
）D

ernburg, a.a.O
., S. 213f.

（
83
）W
erner Flum

e, A
llgem

einer T
eil des Bürgerlichen Rechts, Zw

eiter Band, D
as Rechtsgeschäft, 4. A

uflage, 1992, S. 107.

（
84
）
四
宮
和
夫
『
民
法
総
則
第
四
版
補
正
版
』（
弘
文
堂
、
一
九
九
六
年
）
一
四
一
頁
、
一
四
二
頁
（
補
注
3
）
は
、
混
合
事
実
行
為
に
つ
い
て
、「
事

実
行
為
を
主
体
と
す
る
も
の
で
あ
」
り
、「
当
事
者
も
、
法
の
付
与
し
た
効
果
を
予
期
し
て
こ
れ
を
行
な
う
こ
と
が
少
な
い
」
と
し
て
い
る
。

（
85
）
本
稿
（
三
・
完
）（
本
号
）
四
九
頁
、
五
五
頁
。
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（
86
）
本
稿
（
二
）（
法
学
新
報
一
二
二
巻
一
一
・
一
二
号
（
二
〇
一
六
年
））
九
九
頁
。

（
87
）
本
稿
（
三
・
完
）（
本
号
）
四
九
頁
、
五
五
頁
。

（
88
）
石
田
穣
『
民
法
総
則
』（
信
山
社
、
二
〇
一
四
年
）
四
七
五
─
四
八
一
頁
（
以
下
、
石
田
（
穣
）・
前
掲
書
と
い
う
。）。

（
89
）
本
稿
（
一
）（
法
学
新
報
一
二
二
巻
七
・
八
号
（
二
〇
一
六
年
）（
以
下
、
単
に
、
本
稿
（
一
）
と
い
う
。）
四
〇
頁
。

（
90
）
奥
田
昌
道
「
代
理
、
授
権
、
法
律
行
為
に
関
す
る
断
想
」『
京
都
大
学
法
学
部
創
立
百
周
年
記
念
論
文
集　

第
三
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
九
年
）

二
五
頁
、
於
保
不
二
雄
＝
奥
田
昌
道
編
『
新
版
注
釈
民
法
（
4
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
）
七
頁
、
奥
田
昌
道
・（
聞
き
手
）
金
山
直
樹
・
松

岡
久
和
・
佐
々
木
典
子
「
奥
田
昌
道
先
生
に
聞
く
・
2
─
─
恩
師
、
民
法
学
、
ス
ポ
ー
ツ
」
法
律
時
報
八
二
巻
一
一
号
（
二
〇
一
〇
年
）
六
八
頁

（
七
〇
頁
）、
奥
田
昌
道
・
能
見
善
久
・
金
山
直
樹
・
水
津
太
郎
・
山
城
一
真
・
髙
秀
成
「
座
談
会　

代
理
行
為
に
お
け
る
要
件
と
効
果
（
上
）─
─

奥
田
昌
道
先
生
の
問
題
提
起
を
受
け
て
」
法
律
時
報
八
七
巻
二
号
（
二
〇
一
五
年
）
八
四
頁
（
九
〇
─
九
一
頁
）、
前
田
達
明
『
民
法
学
の
展
開
』

（
成
文
堂
、
二
〇
一
二
年
）
一
七
頁
。

（
91
）Flum

e, a.a.O
., S. 78.  

「
行
為
と
し
て
の
意
思
表
示
は
事
象
（V

organg

）
で
あ
る
。
こ
れ
と
区
別
す
べ
き
こ
と
は
、
行
為
の
結
果
す
な
わ
ち

Regelung

（
法
律
）
と
し
て
の
意
思
表
示
で
あ
る
。
単
独
の
法
律
行
為
（
単
独
行
為
）
の
場
合
に
の
み
一
つ
の
意
思
表
示
に
よ
りRegelung

が

発
生
す
る
。
通
常
は
、
複
数
の
意
思
表
示
を
必
要
と
す
る
、
範
例
は
契
約
で
あ
る
、
例
え
ば
、
契
約
締
結
と
並
ん
で
、
契
約
締
結
の
結
果
と
し
て

の
契
約
が
存
在
し
て
い
る
。
法
律
行
為
の
結
果
と
し
て
のRegelung

は
、
立
法
行
為
と
法
律
（Gesetz

）
が
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
と
同

じ
よ
う
に
、
行
為
す
な
わ
ち
事
象
と
し
て
の
法
律
行
為
と
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。」

（
92
）
な
お
、
フ
ル
ー
メ
の
か
か
る
見
解
に
つ
い
て
、
高
橋
三
知
雄
「Flum

e

の
法
律
行
為
論
」
法
學
論
集
（
関
西
大
学
）
一
六
巻
四
・
五
・
六
合
併

号
（
一
九
六
七
年
）
四
三
三
頁
（
四
六
一
頁
）
も
、
以
下
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。「
十
九
世
紀
の
法
律
行
為
論
に
好
意
を
示
すFlum

e

も
こ

れ
を
無
批
判
に
受
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
抽
象
概
念
で
あ
る
法
律
行
為
そ
の
も
の
が
絶
対
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
意
思
表
示
が
重
視
さ
れ
、

規
制
と
し
て
の
法
律
行
為
が
看
過
さ
れ
た
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
意
思
主
義
の
み
な
ら
ず
、
表
示
主
義
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と

で
あ
る
。
表
示
主
義
は
法
律
行
為
の
要
素
と
し
て
の
意
思
を
追
出
し
た
に
す
ぎ
な
い
。Flum

e

が
行
為
と
し
て
の
意
思
表
示
と
規
制
と
し
て
の

意
思
表
示
を
区
別
し
た
の
は
卓
見
で
あ
る
と
思
う
。
立
法
者
の
立
法
行
為
に
よ
っ
て
法
律
が
成
立
す
る
よ
う
に
、
意
思
表
示
と
い
う
行
為
に
よ
っ

て
規
制
と
し
て
の
意
思
表
示
が
作
り
出
さ
れ
、
そ
れ
が
以
後
、
当
事
者
の
法
律
関
係
を
規
律
す
る
。Rechtsgeschäft

と
は
、
意
思
表
示
と
い
う

H
andlung

に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
こ
の
規
制
の
こ
と
で
あ
る
。」
云
々
。
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「
法
律
行
為
」
文
言
の
確
立
と
「
法
律
行
為
」
概
念
の
現
在
的
意
義
（
三
・
完
）（
原
田
）

（
93
）
本
稿
（
三
）
四
九
頁
、
五
五
頁
、
六
一
頁
。

（
94
）
石
田
（
穣
）・
前
掲
書
四
七
六
頁
。

（
95
）
本
稿
（
二
）
八
五
頁
、
八
七
頁
（
梅
博
士
）、
本
稿
（
二
）
一
〇
一
頁
、
一
〇
六
頁
（
富
井
博
士
）。

（
96
）M

otive,Ⅰ
, 126

（M
ugdan

）Ⅰ, S. 421.

（
97
）
石
田
（
穣
）・
前
掲
書
四
七
六
頁
。

（
98
）Flum

e, a.a.O
., S. 31.

（
99
）
本
稿
（
三
・
完
）
三
九
頁
。

（
100
）
本
稿
（
三
・
完
）
四
二
頁
。

（
101
）Flum

e, a.a.O
., S. 33.

（
102
）Flum

e, a.a.O
., S. 25f.

（
103
）Flum

e, a.a.O
., S. 27.

（
104
）Flum

e, a.a.O
., S. 33.

（
105
）
佐
藤
幸
治
・
鈴
木
茂
嗣
・
田
中
成
明
・
前
田
達
明
『
法
律
学
入
門
第
3
版
補
訂
版
』（
有
斐
閣
、二
〇
〇
八
年
）
一
九
─
二
〇
頁
〔
前
田
達
明
執
筆
〕。

（
106
）
本
稿
（
二
）
七
一
頁
。

（
107
）
本
稿
（
三
・
完
）
三
九
頁
、
五
五
頁
。

（
108
）K

arl Larenz / M
anfred W

olf, A
llgem

einer T
eil des Bürgerlichen Rechts, 9. A

uflage, 2004, S. 226.

（
109
）M

anfred W
olf / Jörg N

euer, A
llgem

einer T
eil des Bürgerichen Rechts, 10. A

uflage, 2012, S. 204.  

な
お
、
日
本
に
お
い
て
、

私
法
体
系
を
「
権
利
の
体
系
」
で
は
な
く
「
法
律
関
係
の
体
系
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
見
解
と
し
て
、
前
田
達
明
「
民
法
の
体
系
に
つ
い
て

（
下
）」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
三
一
号
（
二
〇
一
五
年
）
四
八
（
四
九
）
頁
。

（
110
）
本
稿
（
二
）
一
〇
五
頁
。

（
111
）
本
稿
（
三
・
完
）
五
一
頁
〜
五
二
頁
、
五
六
頁
。

（
112
）
本
稿
（
二
）
一
〇
五
頁
。

（
113
）
本
稿
（
三
・
完
）
五
二
頁
。
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（
114
）
本
稿
（
三
・
完
）
四
四
頁
、
五
六
頁
。

（
115
）
本
稿
（
三
・
完
）
五
三
頁
、
五
七
頁
。

（
116
）
本
稿
（
三
・
完
）
四
四
頁
、
五
六
頁
参
照
。

（
117
）
四
宮
和
夫
＝
能
見
義
久
『
民
法
総
則
〔
第
8
版
〕』（
有
斐
閣
、二
〇
一
〇
年
）
二
九
三
頁
、二
九
四
頁
、加
藤
雅
信
『
民
法
総
則
（
新
民
法
大
系
Ⅰ
）

〔
第
2
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）
二
九
七
頁
、
河
上
正
二
『
民
法
総
則
講
義
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年
）
二
九
七
頁
。

（
118
）
於
保
不
二
雄
＝
奥
田
昌
道
編
『
新
版
注
釈
民
法
（
4
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
）
一
頁
（
三
─
七
頁
）。

（
119
）
高
橋
・
前
掲
論
文
注（
33
）四
六
二
頁
。

（
120
）
柴
田
光
蔵
『
法
律
ラ
テ
ン
語
辞
典
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
五
年
）
一
〇
九
頁
で
は
、「
事
務
の
本
人
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
121
）Flum

e, a.a.O
., S. 754f.

（
本
学
法
学
部
教
授
）


